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このレポートについて

このレポートは、イケアのサステナビリティ戦略の
一部である、イケアのクライメートアジェンダで取
り上げられているコミットメントの進捗状況をまと
めたものです。目に見える影響をもたらすというコ
ミットメントを反映した重要な取組みのいくつかを
ご紹介しています。このレポートでは、イケアのバ
リューチェーンとフランチャイズシステム全体での
さまざまな活動に加えて、進捗状況を評価するため
に現在進行している取組みについても最新情報を
紹 介します。イケアのクライメートレポートは、
Inter IKEA Group が発行しています。1 今回の報告
期間は、2023 年 9 月 1 日から 2024 年 8 月 31 日
までの 2024 事業年度（FY24）です。

イケアのビジネスが長期にわたり成長・発展できる
ように、私たちはフランチャイズシステムを採用し
ています。これにより、財務基盤が安定するだけで
なく、フランチャイジーが新しい市場やアイデアに
挑戦し、検証と探求を重ねていける環境が実現し
ます。私たちは、これからも力を合わせてイケアブ
ランドの発展に努めてまいります。

このレポートに出てくる「私たち」という表記は、イ
ケアのビジネス全体を表します。イケアのビジネス
とは、イケアのフランチャイズシステム内で活動す
るすべての企業が行うビジネス活動を指します。

イケアのバリューチェーンに含まれるのはイケアの
ビジネスだけではありません。原材料の調達や抽
出、製品の製造・輸送、イケア店舗の運営、お客
さまのご来店、家での製品の使用、製品の廃棄ま
でが含まれます。

過去のデータについては、正確を期するため、毎年
見直し、更新しています。そうした変更は、外部の
参照データの更新や、計算方法やデータ品質の向
上に合わせて行っています。パーセンテージの数値
は四捨五入のため、合計が 100％にならない場合
があります。

1	 Inter IKEA Group は、Inter IKEA Holding B.V. と全関連
会社で構成されています。Inter IKEA Holding の全関連会
社の概要は、こちらをご覧ください。 

FY24 の計算方法の更新

FY24 の詳しい計算方法については 50 ページでご説
明しますが、このレポートを読み進める前に重要なポ
イントを 2 点ご紹介したいと思います。1 点目は、イケ
アのネットゼロ目標の科学に基づく目標設定イニシア
チブ（SBTi：Science Based Targets initiative）検証
プロセスにより、2024 年 6 月に、ネットゼロに向け
た必須インベントリからの「お客さまの来店」の除外
を推奨されたことです。それを受け、FY16 のベースラ
インまで遡って排出データを修正し、それに対応する
データを 48 ページの温室効果ガス（GHG）インベン
トリ表で強調表示しました。

2 点目は、原材料（イケアのフットプリントの最大要因）
と食品原材料のクライメートフットプリントが、現在の
ところ、現時点で入手可能な最良の情報、信頼できる
代理人、およびデータによる推定と手動計算に基づい
ていることです。原材料については、その推定値に、
FY21 に推定されたリサイクル素材と再生可能素材の
配分は反映されていますが、その年以降に事業内で実
現したリサイクル素材と再生可能素材の使用増加など
のプラスの変化が十分に反映されていません。

私たちは、精度を高め、より正確に報告できるよう重
点的に取り組んでいます。データ収集のデジタル化を
進め、2025 年にはより正確で包括的なデータの提供
を目指しています。このレポートの公開後は、FY26 か
ら作成する CSRD（企業サステナビリティ報告指令）
準拠レポートに向けた準備として、サステナビリティレ
ポートを変更していく予定です。CSRD フレームワーク
はダブルマテリアリティ評価から始まります。そして、
ESG のマテリアリティ評価に基づき、将来のサステナ
ビリティステートメントが財務データとともに報告さ
れ、人々、地球、財務実績に与える事業の影響が分析
されます。

イケアのサステナビリティレポート FY24 の全文は、こ
ちらからお読みください。

目次

https://www.ikea.com/global/en/our-business/reports/ikea-sustainability-strategy-240904/
https://www.ikea.com/global/en/our-business/how-we-work/the-ikea-franchise-system/
https://www.inter.ikea.com/en/this-is-inter-ikea-group/our-business-in-brief
https://www.ikea.com/global/en/our-business/reports/sustainability-report-fy24-250130/
https://www.ikea.com/global/en/our-business/reports/sustainability-report-fy24-250130/
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イケアには、明確なビジネスの方向性がありま
す。金銭的に豊かではない人々を特に念頭に
置き、さらに手ごろな価格で、利用しやすく、
サステナブルなイケアにすることです。昨年、
この取組みの一環として大きく前進したことが
2 つあります。それは、すべての市場で価格を
引き下げたこと、イケアのサステナビリティの
課題に関して着実に前進したことです。
 
2024 年も世界が大きく変化した 1 年でした。人々も自
然も気候変動の影響を受け続け、地政学的な紛争が拡
大し、インフレによる経済的圧力が広まり、生活費が高
騰しました。

このような現状から、「より快適な毎日を、より多くの方々
に」というイケアのビジョンに忠実であり続けることが、
これまで以上に重要になっています。私たちは、よりよ
い暮らしは家から始まると確信しています。この 1 年間、
63 の市場すべてで価格を平均 10％引き下げ、サステナ
ビリティの課題に懸命に取り組んできました。 

イケアは気候目標の達成に向けて順調に前進し、温室
効果ガス（GHG）排出量を増やさなくても事業を拡大で
きるという明るい兆しも見えてきました。FY24 の総排出
量は、前年（FY23）と比較して 5％、FY16（イケアのベー
スライン）と比較して 28％も減少しています。ベースラ
インと比較したこの減少の主な理由は、生産、ロジスティ
クス、リテールの現場で再生可能エネルギーの使用が増
加したこと、エネルギー効率が向上したこと、再生可能
電力の割合が上昇したことにあります。また一方で、こ
のレポートの対象期間に生産量が低下したことも、総排
出量の減少の一因になっています。

ベースラインの FY16 以降、バリューチェーンの上流部（原
材料の調達や製造などの段階）における生産量あたりの
相対排出量は 9 パーセント減少し、下流部（輸送、配送、
製品使用などの段階）における販売量当たりの相対排
出量は 34％減少しています。これは、相対排出量が着
実に減少していることを強く示しており、ビジネスの成長
と排出量の切り離しに向けて前進していると言えます。

イケアのフットプリントで最大の割合を占める原材料の
課題にも懸命に取り組んでいます。FY24 の原材料のフッ
トプリントは、あくまでも推定ですが、ベースラインと
比較して 9％減少しました。リサイクル素材の割合の増
加、原材料のより効率的な使用、フットプリントを低く
抑えた 製 品の開 発に向けた 取 組みは 続いています。
FY24 の主な動きとしては、リサイクル木材の使用割合
の維持、薄い熱延鋼板の継続的な導入、パッケージン
グにおけるペーパーボードからダンボールへの切替えな
どが挙げられます。 

また、進捗状況をより正確に測定して追跡するため、サ
プライヤーと連携し、主要原材料とリサイクル原材料の
両方のトレーサビリティの向上にも取り組んでいます。
トレーサビリティは、責任ある調達を確実にし、生物多
様性や水への悪影響を軽減するためにできる対策など、
バリューチェーンのあらゆる段階における排出量削減の
チャンスを理解するために欠かせません。 

6 月には、イケアのネットゼロ目標が、科学に基づく目
標 設 定 イニ シア チブ（SBTi：Science Based Targets 
initiative）の認定を受けました。今回は、クライメート
レポートで初めて、FY30 に向けたクライメートロードマッ
プを公表します。このロードマップは、バリューチェーン
の各部分の排出量を FY30 までに半減させるために行う

べき重要アクションの概要を示すもので、より包括的な
移行プランの実現に向けた第一歩となります。 

変化のためのビジネスケースがはっきりとわかってきまし
た。原材料や生産プロセスでイノベーションを推進し、
効率を高め、廃棄物を減らすと、排出量を削減できると
同時に、大規模に導入すればイケアのビジネスとお客さ
まの両方にとってコスト削減にもなるのです。 

多くのソリューションがすでに利用可能な状態になって
おり、社会をよりよく変える真の機会を提供しています。
ネットゼロ社会へ移行する過程において、企業には果た
すべき重要な役割がありますが、さまざまなステークホ
ルダーによるアプローチも必要です。政府は、再生可能
エネルギーインフラからサーキュラーエコノミー（循環型
経済）システムまで、適切な環境づくりに欠かせない存
在です。各国は 2025 年 2 月までに今後 10 年間の「国
が 決 定 す る 貢 献（NDC：Nationally Determined 
Contribution）」を提出することになっており、再生可
能エネルギーの拡大、産業と交通機関の電化、循環型
ソリューションの採用、自然の保護と回復を可能にする
明 確な分 野別プランが 提 示されることを期 待してい 
ます。 

困難があることはわかっていますが、私たちはこれから
も楽観主義であり続けます。イケアのビジョンに忠実で
あり続け、サステナブルな暮らしを可能なかぎり多くの
人々にとって手ごろなものにすることで、ネットゼロ世界
への正しい移行をサポートする自らの役目を全力で果た
します。

気候変動対策の進展
はじめに

Jon Abrahamsson Ring
Inter IKEA Group、チーフエグゼクティブ
オフィサー
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イケアのクライメートアジェンダ
単位：CO2 百万トン換算FY24 は、イケア独自のクライメートアジェンダ

として、次の重要な 3 領域に焦点を絞った「Net 
Zero and Beyond（ネットゼロとその先）」を発
表しました。

1. イケアのバリューチェーン全体の温室効果ガス（GHG）
排出量を絶対値で削減する

第 1 の焦点は、イケアのバリューチェーン全体の排出量を
FY30 までに半減し（ベースラインの FY16 との比較）、遅く
とも FY50 までにはネットゼロ排出を達成することです。
ネットゼロは、排出量を絶対値ベースで少なくとも 90％削
減（ベースラインの FY16 との比較）すれば達成できます。
残り 10％は、バリューチェーン内の炭素の除去と貯留を通
じて相殺されます。

2. バリューチェーン内の林業、農業、製品を通じて、大
気中の炭素を除去し、貯留する

イケアのバリューチェーンと製品を通じて責任ある森林・
農地管理を実践することで、大気中から炭素を除去し、貯
留しようとしています。サーキュラービジネス（循環型ビジ
ネス）に移行する取組みや、イケア製品の寿命を延ばす
取組みにより、製品に炭素がより長くとどまるようになり
ます。

私たちは、林業や農業における炭素の除去と貯留の目標設
定に向けて取り組んでいます。

3. イケアの責任範囲を超えて

「イケアの責任範囲を超えて」とは、イケアのク
ライメートフットプリントの削減やネットゼロ目
標とは直接関係のないアクションを意味します。
これには、イケアのバリューチェーンに結び付く、
将来を見据えた長期的な投資、支援活動、イニ
シアチブの主導が含まれます。 

たとえば、コミュニティや、政策決定機関、社
会的ステークホルダーと連携して、排出量削減
を幅広く推進し、正しい移行をサポートします。
私たちは、イケアのリソースや専門知識を共有す
ることで、1.5° C の科学的根拠に沿って、気候
変動対策を加速させ、再生可能エネルギーの拡
大や、産業の電化、循環型ソリューションの採用、
自然保護のための政策に影響を与えることを目
指しています。

FY30 ま で にイケ ア の バ
リュ ー チ ェ ーン 全 体 の
GHG 絶対排出量を半減

（ベースラインの FY16 との
比較）。

FY50 までにイケアのバリューチェーン全
体で GHG のネットゼロ排出を実現。温
室効果ガス排出量を少なくとも 90％を
削減（ベースラインの FY16 との比較）し
て達成。 

イケアのバリューチェーン内での責任
ある森林・農地管理や長持ちする製
品を通じ、大気中から炭素を除去・貯
留して、残り 10％を相殺。
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イケアのネットゼロ目標：イケアのバリューチェーン全体の GHG 排出量を絶対値で削減し、バリューチェーン内の林業、
農業、製品を通じて大気中の炭素を除去し、貯留する。1 過去のデータの改訂は、データの品質または計算方法が改善された場合のみ行っています。
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FY24 のイケアのクライメートフットプリン
トは、絶対値で 2,130 万トンの CO2 に相
当すると推定されます。これは、FY23 と
比較して5％、ベースラインの FY16と比較
して 28％の減少になります。FY24 の減少
要因には、再生可能エネルギーの使用量
が引き続き増加したこと、エネルギー効率
を重視したこと、 輸送の電化が進んだこと
のほか、生産量が減少したことが挙げられ
ます。

原材料は、イケアのクライメートフットプリントにおい
て最大の割合を占めています。FY24 は、使用された
原材料からの排出量が、FY23 と比較して 2％減少し
ました。原材料のフットプリントは、依然として推定
に基づくものですが、リサイクル素材の割合の増加、
原材料のより効率的な使用、フットプリントを低く抑
えた製品の開発に向けた取組みが続いています。

食品原材料からの FY24 の排出量は、FY23 と比較
して 6％減少しています。私たちは、植物性食材の
割合を増やし、赤身肉の量を減らす取組みを続け
ました。Ingka グループが運営するイケア店舗で提
供されたメイン料理の中でプラントベース（植物由
来）が占める割合は、FY23 が 30％だったのに対し、
FY24 は 36％と推定されます。FY24 はプラントベー
ス食品を拡充し、その一例がスウェーデンで発売
した、プラントベースと牛ひき肉が 50％ずつの
PANNBIFF です。家庭での製品の使用は、イケアのクライメートフット

プ リント の 2 番 目 に 大 き な 要 因 で す。FY24 は、
FY23 と比較して 4％減となっています。この要因に
は、照明製品のエネルギー効率（lm/W、ルーメンパー
ワット）が 2％向上したことが挙げられます。FY24 は、
お客さまの家庭で使用されているイケアの家庭用設
備機器のクライメートフットプリントが、FY23 と比
較して 9％減少しています。照明製品と家電の販売数
の減少も、家庭での製品の使用のフットプリントを
減少させた要因です。

生産における FY24 のクライメートフットプリントは、
FY23 と比較して 21％減少しました。再生可能電力の
使 用率が FY23 の 71％から FY24 は 75％に増加し、
再生可能エネルギーの使用率は 48％から 52％に上昇
しました。再生可能エネルギーの増加は、主要 13 カ
国で再生可能電力の使用率 100％を目指す FY25 ムー
ブメントが主な原動力となっています。この主要 13 カ
国は、生産における電力使用という点からイケア最大
の市場であり、イケアのサプライヤー向け再生可能電
力プログラムが実施されている国です。FY24 に再生
可能電力 100％を新たに達成した工場やサプライヤー
の数は 93 に上りました。これで合計 491 カ所となり、
直接取引するサプライヤーの 44％を占めることになり
ます。1 このレポートの対象期間に生産量が低下したこ
とも、FY24 の排出量の減少につながっています。

1	ホームファニッシング、部品、印刷媒体のサプライヤーを含みますが、食品サプ
ライヤーは含まれません。

製品輸送の FY24 の排出量は、輸送量が増加したものの、
改善が見られました。輸送活動は 9％（トンキロ当たり）
増加しましたが、FY23 と比較して絶対排出量を 0.2％、
相対排出量を 9％削減しました。

イケアのリテール事業＆その他の業務では、再生可能エ
ネルギーの使用率が FY23 の 67％から FY24 は 71％に
増加し、再生可能電力の割合は 77％から 81％に伸びま
した。

FY24の進捗の概要

1. イケアのバリューチェーン全体の温室効果ガス（GHG）排出量を絶対値で削減する
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6 - イケアのクライメートレポート FY24

絶対排出量

グレーの棒グラフは、イケアのバリューチェーン全
体の絶対排出量を示しています。FY24 の総排出量
は、前年度比 5％の減少と予測されます。これは、
ペースラインの FY16 と比較して推定 28％の減少に
なります。

上流部の相対排出量

グリーンの線グラフは、サプライチェーン上流部の
生産量 1 立方メートル（m³）当たりの排出量を示し
ています。上流部の排出量には、原材料、食品原
材料、生産、製品輸送＆物流サービスが含まれます。
FY24 の排出量は、FY23 と比較して、生産量 1m3

当たり 6％の減少になると予測しています。これは、
ペースラインの FY16 と比較して推定 9％の減少に
なります。

下流部の相対排出量

レッドの線グラフは、サプライチェーン下流部の販
売量 1m³ 当たりの排出量を示しています。下流部
の排出量には、リテール業務、コワーカーの通勤
と出張、配送サービス、家庭での製品の使用、製
品の廃棄が含まれます。FY24 の排出量は、販売量
1m³ 当たり 3％の減少になると予測しています。こ
れは、ペースラインの FY16 と比較して推定 34％の
減少になります。

絶対排出量
単位：CO2 百万トン換算

相対排出量
ユニットボリューム当たりの CO2 百万トン換算

FY16 FY24FY22 FY23

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

：
 2

,9
70

1 万
ト

ン
の

CO
2相

当
量

32 0.60

24 0.45

16 0.30

8 0.15

右のグラフは、バリューチェーンの総排出量をベー
スラインの年と比較したものと過去 3 年間の前年
度比の減少量を示しています。単位は CO2 百万ト
ン換算です。絶対排出量か減少していることと、
同じ期間の上流部と下流部の相対排出量が減少
していることがわかります。相対排出量を測定す
ることで、イケアのビジネスの上流部と下流部に
おける効率の改善を把握できます。 

イケアのクライメートフットプリント
の絶対値と相対値

1 過去のデータの改訂は、データの品質または計算方法が改善さ
れた場合のみ行っています。
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7 - イケアのクライメートレポート FY24

上の表は、成長の早い人工林をつくることに加えて、荒廃地に天然林を復元することで炭素を除去し蓄える例を簡単に説明した
ものです。木製品を通じて炭素の貯留を延ばす効果や、リサイクルすることも盛り込んでいます。責任を持って管理されている
人工林の木は、大気から大量の二酸化炭素（CO2）を吸収します。木は木製品に使用され、炭素を一時的に蓄える役割を果た
します。寿命を迎えた原材料の再利用、改修、再生産、リサイクルによって、炭素を蓄えるこうした効果を延ばすことができます。
回復力に富む環境においては、責任を持って管理されている人工林の気候変動の軽減に対する貢献と天然林がもたらす多くの
貢献を、ともに考慮する必要があります。このような貢献には、生物多様性や土壌の保護なども含まれます。森林の成長、収穫、
土地や製品での炭素の貯留、その他の環境への効果（生物多様性への貢献など）のバランスを取る総合的な観点が不可欠です。

年月

木製品の寿命を延ばすことで、除去された炭素を
さらに長く蓄えます。

製品が寿命に達した後に木材をリサイクルするこ
とで、除去された炭素を引き続き蓄えます。 

天然林は、気候変動の緩和に不可欠な役割を果たします。この例では、天
然林は人工林よりも成長が遅く、除去され蓄えられる炭素の量は一定に推移
しています。同時に、こうしたエリアはすでに炭素を蓄えており、生物多様
性に貢献しているため、極めて重要です。天然林は、健全なエコシステムを
確保するどのような環境アプローチにも欠かせないものです。

伐採された木のCO2 は木製品内に留まります（木
製品の寿命を 20 年と推定し、リサイクルによ
る効果を除外しています）。

人工林は天然林よりも成長が早
く、以下に示しているように、よ
りハイペースで大気から炭素を除

去できます。

除
去

さ
れ

蓄
え

ら
れ

る
炭

素

除去され蓄えられる
炭素のレベルが高ま
ります。

FY24 は、林業と農業に焦点を当て、ビジ
ネスがもたらす結果を細かく分析し、短期
および長期の炭素除去目標を設定するた
めのさまざまなアプローチを模索しまし
た。アプローチの最終決定は FY25 中を
目指します。
 
イケアは、2019 年に炭素の貯留・除去プロジェク
トへ 1 億ユーロ投資しました。そのプロジェクトの
一つが、アカシアのローテーション（植林・伐採の
循環）の延長を目的とした、ベトナムの小規模農家
との進行中の取組みです。2022 年より、イケアの
ビジネスは小規模農家の組合と連携し、ベトナム中

央部のフエで、1,100 ヘクタールあるアカシアの森の責任
ある管理を実施・促進する取組みを行っています。

また、フエの農業大学とも密に連携し、土壌有機炭素の
影響を 100 カ所以上で測定しています。2024 年の夏には、
大学の研究者たちが、責任あるアカシアの森の管理が農家
の暮らしに与える影響とそのプロジェクトに対する農家の
認識を評価するため、対面インタビューをおよそ 80 件実
施しました。その予備調査結果は、アカシアのローテーショ
ンをより長くする管理により、農家の収入が大幅に増加す
るだけでなく、土壌有機炭素のレベルが従来の農法より向
上することも示しています。こうした責任ある林業慣行は、
アカシアの森を成熟させ、炭素隔離を促進し、結果的にバ
イオマス蓄積量の増加とより健康な土壌の実現につながり
ます。

FY24 は、再生農業慣行 1 の可能性の評価にも着手しました。
これは、生物多様性の強化、土壌の健康の向上、炭素の
除去と貯留への貢献のためです。さらに、牛肉、綿、ウー
ルを対象に再生農業慣行を試験的に導入し、このような
慣行のコーヒーへの適用について評価を開始しました。 

1	再生農業慣行とは、生態系の健全性、特に土壌の健康状態を回復させて強化するた
めの農法で、生物多様性の向上、水循環の改善、炭素の隔離、よりサステナブルで回
復力のある食品システムへの貢献を目指しています。

2. バリューチェーン内の林業、農業、製品を通じて、大気中の炭素を除去し、
貯留する

はじめに  |  イケアのクライメートアジェンダ  |  FY24の進捗の概要  |  イケアのバリューチェーン全体のクライメートフットプリント  |  大気汚染  |  イケアのクライメートロードマップ  |  付録
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「イケアの責任範囲を超えて」とは、イケアの
クライメートフットプリントの削減やネットゼロ
目標とは直接関係のないアクションを意味しま
す。たとえば、将来的にしかその効果がわか
らない可能性のある投資や支援活動などの取
組みです。それらがイケアのビジネスの変革に
貢献するように、この分野の取組みは、イケ
アの商品、サプライヤーベース、調達エリアな
どのイケアのバリューチェーンと関連性を持た
せる必要があります。
 
FY24 に行った重要な取組みを一部ご紹介します。

海上輸送でバイオ燃料を使用する

排出ガスゼロの輸送を実現するには、サプライチェーン
全体と連携し、ソリューションを迅速に導入して普及さ
せる必要があります。ブック＆クレームシステム 1 は、海
運業界でこの移行を加速させる重要な鍵となります。こ
のシステムにより、荷主は、自身の貨物の輸送に使う特
定のルートや船舶においてクリーン燃料を利用できない
場合でも、排出ガスゼロの輸送をサポートできます。つ
まり、輸送ネットワークのどこかで使用されている排出
ガスゼロ燃料の料金を支払うことで、 世界中の輸送のク
リーン化に出資し、業界全体でクリーン燃料の利用を加
速させるサポートができるのです。  

このシステムでは、物理的な燃料と環境上のメリットを
切り離すことで、荷主がサステナブルな燃料の需要を示
すことができ、投資リスクの軽減と生産の拡大につなが
ります。また、燃料補給が可能なルートと需要を一致さ

1 ブック＆クレームシステムは、 登録簿で取引を追跡し記録することで、実際の商品を物理的に移動させずに、再生可能エネルギーやリサイクル素材のような属性の所有権の移
動を証明するために使われる方法です。

せるのに苦心している運送業者など、初期のロジスティ
クス上の課題にも対処できます。イケアではこのブック
＆クレームシステムを、排気ガスゼロ燃料が世界の海運
業に広く普及するまでのギャップを埋める一時的なソ
リューションと見ています。

イケアの輸送でブック＆クレームシステムが使われる場
合、イケアの貨物を積んだ船舶は、基本である排出ガス
ゼロまたは低排出量の燃料を物理的に使用しないため、
イケアのネットゼロ目標の範囲から除外します。

FY24 は、 海 上 運 送 で のバイオ 燃 料 の 使 用 に より、
49,164 トンの CO2 発生を防ぎました。バイオ燃料の使
用は、前年と比較して 95％拡大しています。

イケアは、このような市場ベースのメカニズムについて
詳しいガイドラインを得るため、GHG プロトコル の 
Actions and Market Instruments 作業部会の動向を
引き続き注視していきます。

3. イケアの責任範囲を超えて

しなやかな強さを持つネットゼロ社会への投資を可能
にする

FY24 に Inter IKEA Group は、カナダのスタートアップ
企業である New School Foods に投資しました。この
企業は、味、食感、価格の面で満足のいく、魚などの肉
のプラントベースの代替品を開発することで、環境への
影響が少ない食品システムへの移行を加速させることを
ミッションに掲げています。  

また、FY24 に Inter IKEA Group は、ヨーロッパで海
藻をサステナブルな方法で養殖している大手生産業者
Nordic SeaFarm の主要投資家にもなりました。その意
図は、海産素材について知識を深め、素材の開発と用
途への将来的な影響を知ることにあります。私たちは、
イケアの業務で使用できそうな革新的かつ再生可能な原
材料を継続的に探しています。Nordic SeaFarm とは、
木材や生地の繊維のような用途のほか、保護フィルムや
コーティングなどにおける水産養殖素材の可能性をとも
に調査しています。

私たちは、投資や調査を通じ、イケアの気候目標に有意
義な影響を与えるだけでなく、よりサステナブルな食品
や原材料を追求する大規模な社会的ムーブメントにも刺
激を与えたいと考えています。

公正でしなやかな強さを持つネットゼロ社会をサポート
するためのパートナーシップと支援活動

FY24 も、公正でしなやかな強さを持つネットゼロ社会
の実現に向けて前進し続けました。COP29 や COP16 の
ような重要な国際フォーラムにおいては、化石燃料の段
階的廃止、再生可能エネルギーの拡大、自然の保護、
そして、 より意 欲 的 な「 国 が 決 定 する貢 献（NDC：
Nationally Determined Contribution）」 へ の 気 候、
自然、社会、および健康の優先事項の統合を提唱しま
した。2

ま た、We Mean Business Coalition の ミ ッ シ ョ ン
2025 などの業界のムーブメントをサポートし、生物多様
性枠組（GBF：Global Biodiversity Framework）への
速 や か な 遂 行 の サ ポ ート も、Business for Nature

（BfN）、WWF、持続可能な開発のための世界経済人会
議（WBCSD：World Business Council for Sustainable 
Development）、 森 林 管 理 協 議 会（FSC：Forest 
Stewardship Council）との関係やパートナーシップを
通じて実証しました。国際森林研究機関連合（IUFRO：
I n t e r n a t i o n a l  U n i o n  o f  F o r e s t  R e s e a r c h 
Organizations）のWorld Congressや世界水週間（World 
Water Week）にも参加し、気候や自然をサポートする
と同時に、共同アクションを促すことも示しました。

2	国が決定する貢献（NDC：Nationally Determined Contribution）とは、各国が
気候変動対策の一環として自国の GHG 排出量を削減するというコミットメントで
す。このコミットメントには、パリ協定で設定されたグローバル目標の達成に必要
なポリシーや対策が含まれます。
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イケアのクライメートフットプリント

FY24FY16 ベースライン（FY16）と比較した FY30 の
目標

ベースラ
イン

ベースライン0.9
-6％（vs FY16）0.8

-50％（FY16 と比較した FY30 の目標）

ベースライン3.7
-59％（vs FY16）1.5

-80％（FY16 と比較した FY30 の目標）

-80％（FY16 と比較した FY30 の目標）

-30％（FY16 と比較した FY30 の目標）

-70％（FY16 と比較した FY30 の目標）

-30％（FY16 と比較した FY30 の目標）

ベースライン（FY16 のデータに不備があるため、FY17）  1.5
-26％（vs FY17）1.1

-35％（vs FY16）
0.64
0.42

ベースライン

FY16
FY24

ベースライン
-10％（vs FY16）

0.31
0.28

原材料

イケアのリテール事
業＆その他の業務

家庭での製品の使用

配送サービス 2

製品輸送＆物流サービス

食品原材料

生産

製品の廃棄

FY16
FY24

ベースライン
-13％（vs FY16）

-50％（FY16 と比較した FY30 の相対値）

現在はこうしたクライメートフットプリントに積極的に対処していないため目標は設定していないが、今後アジェンダの進捗次第で設定予定

-70％（FY17 と比較した FY30 の相対値）

0.50
0.44コワーカーの通勤＆出張

その他 3

実績 VS FY16 のベースライン（単位：百万トン、CO2 換算） イケアのバリューチェーンの各段階におけるクライメートフットプリント（単位：百万トン、CO2 換算）

FY16

FY16

FY16

FY17

FY16

FY16

FY16

FY16

ベースライン12.1
FY24

FY24

FY24

FY24

FY24

FY24

FY24

FY24

FY30

FY30

FY30

FY30

FY30

FY30

FY30

FY30

FY30

FY30

-9％ （vs FY16）11.0

-50％（FY16 と比較した FY30 の目標）

ベースライン
-13％（vs FY16）

2.0
1.7

ベースライン
48％（vs FY16）

0.2
0.3

ベースライン
-54%（vs FY16）

8.0
3.7

FY16：29.71

FY30：1,480 万トンの CO2 相当量

ベースラ
イン

FY23：22.41

FY24：2,130 万トンの CO2 相当量

-25％（vs FY16）

-28％（vs FY16）

-50％（vs FY16）

イケアのクライメートフットプリントの最大部分は、原材
料の生成や加工（52％）、およびお客さまの家庭での製品
の使用（17％）（これには、製品の寿命までに使用される
照明および設備機器のエネルギーが含まれます）に由来
します。

クライメートフットプリントの計算の詳細な内訳、スコー
プ 1、2、3 排出は、48 ページをご覧ください。 

FY30 の目標
ベースラインの FY16 と比較して絶対値で少なくと
も 50％削減。

FY24 に、イケア全体のクライメートフットプリントは、FY23 と比較
して絶対値で 1100 万トン（CO2 換算）減少しました。これは 5％の
減少です。FY24 の減少要因には、再生可能エネルギーの使用量が
引き続き増加したこと、エネルギー効率を重視したこと、 輸送の電化
が進んだこと、生産量が減少したことが挙げられます。

はじめに  |  イケアのクライメートアジェンダ  |  FY24 の進捗の概要  |  イケアのバリューチェーン全体のクライメートフットプリント  |  大気汚染  |  イケアのクライメートロードマップ  |  付録

1 過去のデータの改訂は、データの品質または計算方法が改善された場合のみ行っています。
2 2024 年 6 月、SBTi のネットゼロ評価プロセスにおいて、イケアのアプローチを SBTi のネットゼロ手法に合わせて調整しました。

この一環として、お客さまの来店をネットゼロインベントリから除外しました。SBTi では、お客さまの来店を必須の排出カテゴ
リーとは考えず、オプションとして分類しているためです。お客さまの来店による排出量は上記のグラフに含まれていませんが、
FY24 は FY23 と比較して 1％の増加、ベースラインの FY16 と比較して 18％の減少となりました。

3 資本財、リテール設備に関連する資材、コワーカーのユニフォーム、イケアの業務で発生した廃棄物のクライメートフットプリ
ントを含みます。 
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FY24 は、原材料のクライメートフットプリ
ントが FY23と比較して 2％、ベースライン
となる FY16と比較して 9％減少しました。	

FY24 も引き続き、リサイクル素材の使用の増加、原
材料の効率性の向上、クライメートフットプリントを
低く抑えた製品の開発に取り組みました。FY24 の主
な進展としては、リサイクル木材の使用割合の維持、
薄い熱延鋼板の導入、パッケージングにおけるペー
パーボードからダンボールへの切替えなどが挙げられ
ます。

原材料のクライメートフットプリントの削減は、長期
的な開発アジェンダの一部であり、色や、素材、仕
上げの選択におけるイケアの原材料に関する指示や
具体的なデザインに関する指示に沿って推進されま
す。原材料に関する指示は、取組みの特定に役立っ
ており、これまでのところ、FY30 までのフットプリン
ト削減目標のほとんどを達成できると思われます。デ
ザインに関する指示は、原材料に関する指示に沿っ
て商品展開の素材を選択するためのデザイン原則を
確立します。このようなロードマップは、商品開発で
使用される原材料の計画を立てる際の指針となり、イ
ケアの商品展開内での原材料のイノベーションや開発
をサポートします。 

手ごろさ（アフォーダビリティ）、アクセスのしやすさ（ア
クセシビリティ）、サステナビリティのバランスを取ると
いう全体的な課題は依然として残っています。たとえば
バイオベースの素材の使用など、リサイクル含有量の高
い素材に転換したり、革新的な新しい原材料やテクノロ
ジーを使用したりすると、最初は価格に影響が出るため、
潜在的な規模や影響が制限されます。手ごろでサステナ
ブルな原材料が存在するとしても、手に入りづらかった
り、原材料のトレーサビリティの確保が難しかったりし
ます。すぐに導入できるイノベーションやソリューション
を見つけることも、引き続き課題の一つです。これは、
多くの新しい原材料やテクノロジーが研究段階であった
り、性能をさらに高める必要があったりするためです。

原材料の排出量削減目標を達成するために行う取組み
の詳細については、34 ページのクライメートロードマッ
プをご覧ください。

原材料

FY30 の目標

FY30 までに、原材料からの温室効果ガスの絶対排出量をベース
ラインの FY16 と比較して 50％削減します。

（FY24 のバリューチェーン全体のクライメートフットプリントの 52％）

原材料  -  食品原材料  -  生産  -  製品輸送＆物流サービス  -  イケアのリテール事業＆その他の業務  -  コワーカーの通勤＆出張  -  配送サービス  -  家庭での製品の使用  -  製品の廃棄

クライメートフットプリント（単位：CO2百万トン換算）1

FY16：12.1

FY23：11.2

FY24：11.0 -9％（vs FY16）

-7％（vs FY16）

ベースライン

-50％（FY16と比較したFY30の目標）

FY24 の原材料の重量（トン、パーセント）VS クライメートフットプリ
ント（トン、パーセント、CO2 換算）の比率

60%
木材

11%
金属

10%
紙

8%
その他 2

6%
テキスタイルとコンフォート製品
用素材 5%

硬 質 プ ラ ス
チック

22%
木材

29%
金属

9%
その他 2

10%
紙

18%
テキスタイルとコン
フォート製品用素材

12%
硬質プラスチック

重量 
（トン）

クライメート
フットプリント 

（単位：CO2 トン 
換算）

はじめに  |  イケアのクライメートアジェンダ  |  FY24の進捗の概要  |  イケアのバリューチェーン全体のクライメートフットプリント  |  大気汚染  |  イケアのクライメートロードマップ  |  付録

1 範囲：温室効果ガスプロトコル、排出スコープ 3：購入した製品・サービス – ホー
ムファニッシング、食品（包装のみ）、部品、カタログ、印刷物の一次サプライヤー
の段階までに行う原材料の生成と輸送。

2 その他：キャンドル、セラミック、カスタムメイドのワークトップ、電子機器、グリー
ンプラント、ガラス、天然繊維。
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木質素材

木材は、用途が広く、耐久性に優れ、再生可
能で、リサイクル可能なため、イケアでもっと
も使用されている素材の一つです。パーティク
ルボード、ファイバーボード、紙ベースおよび
無垢材の製品に木材が使われています。ス
ウェーデンのデザインの伝統において、大きな
役割を果たします。
 
FY24 は、木材の総使用量の 97％が FSC 認証材または
リサイクル材でした。1 イケアはフォレストアジェンダを通
じ、木材の責任ある使用をさらに向上させていくことを
目指しています。詳細については、イケアのフォレストア

1	ビジネス環境が変化し続けているため、FSC 認証木材またはリサイクル木材の合計割合が、98％当たりで変動する可能性があります。ただし、どのような状況でも、IWAY
の森林管理に関する最低要件は満たす必要があります。

ジェンダ 2030 をご覧ください。

イケアの木質素材のクライメートフットプリントに最大の
影響を与えているのは、パーティクルボードとファイバー
ボードです。これらが、木質素材のフットプリントのおよ
そ 60％を占めており、その排出量のほとんどがエネル
ギーの使用と接着剤に関連しています。 

イケアのビジネスでは、製品の品質や、安全性、美しさ
に影響を与えることなく排出量を低減するため、中密度
繊維板（MDF）から、パーティクルボードや中空コアボー
ドなどの 代 替 品 への移 行を継 続 的に進めています。 

リサイクル木材の使用を促進

イケアは、2030 年までに木質製品の 3 分の 1 以上をリ
サイクル木材製にすることを目指します。FY24 は、リサ
イクル木材の使用割合（16％）を維持したまま、リサイク
ル素材の含有量をパーティクルボード（30％から 30.3％
へ）とファイバーボード（0.3％から 1％へ）で増やしま 
した。

ファイバーボードはイケアの家具の主要素材ですが、そ
のリサイクル可能性が課題となっています。FY24 はリサ
イクル含有量が若干増加しましたが、ソリューションを見
つけるにはさらなるイノベーションが必要です。そのため、
投資やパイロットを通じ、開発を加速させようと集中的
に取り組んでいます。

IKEA Industry は、ポーランドのズボンシネクに廃棄ファ
イバーボードから直接ファイバーボードを再生できるリサ
イクルラインを設け、主に SKÅDIS/ スコーディス 収納
ボードを生産しています。このプロジェクトは、リサイク
ルの可能性を示す重要な具体例となり、イケアのサプラ
イチェーンに属するほかの板材メーカーの投資判断に影
響を与えています。

FY24 も、2030 年までにリサイクル含有量を 80％にする
という目標に向かって、パーティクルボードのリサイクル
含有量の割合を増やす取組みを続けました。イタリアの
サプライヤーは、パーティクルボードでリサイクル含有量
100％を達成しました。また、スウェーデンのフルツフレー
ドにある、PAX/ パックス用パーティクルボードを生産す
る IKEA Industry では、リサイクル素材の割合を 10％か
ら 30％に引き上げました。

接着剤

FY23 に発表したバイオ接着剤による飛躍的な進歩を受
け、リトアニアのカズルー・ルーダとポーランドのズボン
シネクにある IKEA Industry の工場でその使用を拡大し
ました。FY24 は、IKEA Industry と外部の板材サプラ
イヤーで大規模な工場試験を実施し、代替となるさまざ
ま接着システムをテストして、最適な選択肢を特定しま 
した。

また、バイオメタノールなど、植物由来のビルディングブ
ロックの評価も開始し、FY25 中に既存の化石原料ベー
スの接着剤に採用し始める予定です。イケアがバイオ接
着剤を採用し、それを明らかにしたことが、化石原料ベー
ス接着剤の業界に幅広く大きな変化をもたらしていると
感じています。

リソースの効率化 – スプレーコーティング

FY24 は、スプレーのし過ぎや効率の低さから多大な無
駄を生む可能性のあるラッカーのスプレーコーティング
に替わる方法を模索しました。有望なソリューションの
一つとして特定されたのが、ソフトローラーの使用です。
もっとも溝のある（立体的な）表面もローラーでコーティ
ングできるため、スプレーの必要性が減ります。

原材料  -  食品原材料  -  生産  -  製品輸送＆物流サービス  -  イケアのリテール事業＆その他の業務  -  コワーカーの通勤＆出張  -  配送サービス  -  家庭での製品の使用  -  製品の廃棄
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https://www.ikea.com/global/en/our-business/sustainability/ikea-forest-positive-agenda/
https://www.ikea.com/global/en/our-business/sustainability/ikea-forest-positive-agenda/


12 - イケアのクライメートレポート FY24

金属
金属は、耐久性に優れ、費用対効果が高いうえ、
長持ちする製品デザインも支えます。イケアで金
属が主に使用されるのは、マットレス、電動昇降
式テーブル、チェア、調理器具、固定具のような
構成部品などのホームファニッシング製品です。 
 
金属素材は無限にリサイクルできます。つまり、リサイクル
素材でもバージン素材より評価や品質が落ちることはないと
いうことです。リサイクルのサプライチェーンも、多くの国で
しっかり確立されており、ほかの国でも急速に発展してい 
ます。

金属の生産プロセスはエネルギーを大量消費するため、カー
ボンフットプリントが多くなりがちです。そのため、排出量
の少ない方法で生産された金属の使用を優先させることが
重要になります。

スチール生産における排出量を削減する方法はいくつかあり
ますが、もっとも確立された方法はスクラップの使用です。
ただし、スチールのスクラップは需要が高く、現在の世界の
需要を満たす十分な在庫はありません。その結果として、ク
ライメートフットプリントを従来のスチール生産よりも大幅に
少なくするため、生産プロセスでの化石原料の使用を大幅
に削減する革新的な方法で生産されたスチールの使用も追
求しています。

製品開発プロセスにおいてよりよい原材料を選択すること
は、金属のクライメートフットプリントを減らすもう一つの方
法です。このアプローチにより、「より少ないものからより多
くを得る」ソリューションを開発し、生産での原材料の使用
を最適化して、できる限りステンレススチールよりもカーボン
スチールを選択するなど、適切な用途に適切な金属を選択
できるようになります。 

製造技法を最適化してGHG 排出量を削減	
する

FY24 は、引き出しのローラースライドなど、
いくつかの製品の製造に薄い熱延鋼板を導入
しました。この新しいアプローチによってス
チールの製 造に必 要なステップ 数 が減り、
GHG 排出量の削減につながります。

FY24 の取組みのもう一つの例が、VITVAL/
ヴィトヴァル 2 段ベッドです。同様の最適化
が CO2 の削減につながっています。

使用する素材を減らして同じ機能を実現	
する

MITTZON/ ミッツォーン 昇降式デスクの一
部の構成部品に、通常のスチールではなく、
高強度スチールを使用するようになりまし
た。これにより、品質を犠牲にすることなく、
より薄く軽い素材を使用できます。この素
材の削減は GHG 排出量の低減にもつなが
ります。

リサイクル素材の使用割合を増やす

PAX/ パックス 扉＆引き出し前部や LINDBYN/
リンドビーン ミラーなど、幅広いお客さまに人
気の商品で、リサイクルアルミニウムの含有量
70 ％ 以 上 を 達 成 し ま し た。 現 在、
BRUKSVARA/ ブルクスヴァーラ ハンガーラッ
クはリサイクルスチ ール 50 ％で 構 成 され、
FÖRNUFT/ フォルヌフト カトラリーシリーズに
はリサイクルステンレススチールが 70％以上含
まれています。

原材料  -  食品原材料  -  生産  -  製品輸送＆物流サービス  -  イケアのリテール事業＆その他の業務  -  コワーカーの通勤＆出張  -  配送サービス  -  家庭での製品の使用  -  製品の廃棄
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テキスタイルとコンフォート製品用素材

テキスタイルとコンフォートのカテゴリーには、
ベッドリネンや、カーテン、ラグ、タオルなど
のホームテキスタイルと、ソファやマットレス
で使用されるコンフォート製品用素材が含まれ
ます。
 
テキスタイルとコンフォート製品用素材はイケアの製品
に欠かせませんが、資源を大量に消費する栽培方法、
生産プロセス、合成繊維やフォームに使われている石油
由来の化学物質により、気候に大きな影響を与えます。
テキスタイルはリサイクルと再利用のインフラが確立さ
れているのですが、リサイクルプロセスにおける素材の
混合や品質の低下から、リサイクルオプションへの切替
えが難しくなっています。

 

このような課題に対処するため、イケアでは、靱皮繊維
やリサイクル綿、ポリエステルのようなリサイクル繊維、
人工セルロースのような綿の代替品など、カーボンイン
パクトの少ない素材を優先的に使用しています。

デザインと開発のプロセス内でよりよい素材を選択する
ことは、テキスタイルとコンフォート製品用素材のクラ
イメートフットプリントを削減するために欠かせません。
この選択には、排出量の大きい素材をより責任ある方法
でつくられる代替素材に置き換えることや、革新的なソ
リューションを追求することが含まれます。

たとえばフォームは、石油由来の化学物質に依存してい
るため、気候への影響が大きくなります。また、製造、
使用、廃棄の各段階を通じ、温室効果ガス（GHG）も
排出します。その上、従来のフォーム生産にはエネルギー
を大量消費するプロセスを伴うことがよくあり、環境に
悪影響を与えかねない商品を廃棄することになりかねま
せん。イケアは、フォームのリサイクルプロセスの改善と
代替素材の特定に重点を置いて取り組むことで、気候へ
の影響全体を軽減することができます。 

リサイクルポリエステル

FY24 は引き続き、原材料としてのペットボトルへの依存
を減らすことを目指し、合成素材のテキスタイルからテ
キスタイルへのリサイクル方法を探求しました。そして、
サプライチェーンパートナーとの共同開発で、プレコン
シューマ PET テキスタイルの廃棄物のリサイクルに成功
し、グローバル・リサイクルド・スタンダード（GRS）1 認
定を取得した HILLEBORG/ ヒッレボリと MAJGULL/ マ
イグルの遮光カーテンに取り入れ、EU 市場にて 2024
年 4 月に発売しました。

1	GRS は、最終製品に含まれるリサイクル素材の追跡と検証に関する自主的な商品基準です。

リサイクル綿

イケアでは、リサイクル綿を GRS に従って調達した糸や、
布地、衣服のような綿の廃棄物から再生された綿と定義
しています。一部のイケア商品では、リサイクル綿をバー
ジン綿と組み合わせて使用しています。たとえばベッド
リネンでは、リサイクル綿を ÄNGSLILJA/ エングスリリ
アは 20％、BERGPALM/ ベリパルムは 12％含んでいます。
また、2024 年 7 月より、INDIRA/ インディーラ ベッド
カバーもリサイクル綿を 40％以上含むようになりました

（多くの市場にて）。

また別の活動として、靱皮繊維といったセルロース繊維
や天然繊維など、バージン綿よりもクライメートフットプ
リントの少ない代替素 材を探しています。たとえば、
SILVERARV/ スィルヴェラルヴのようなテーブルコーディ
ネート商品には、綿を混紡したジュートを使用してい 
ます。

フォーム

マットレスや、ソファ、チェアパッド、枕のような商品の
主要素材として使われているポリウレタンフォームにつ
いて、リサイクル素材や再生可能素材の使用を模索し、
その含有量を増やす取組みを続けています。この目標を
達成するため、マットレス商品全体を対象としたリサイク
ルまたは再生可能なソリューションに投資も行っていま
す。FY24 は、快適性とデザインを追求する代替ソリュー
ションを使用し、マットレス商品全体のフォーム消費量
を 20％削減できました。また、リサイクル素材と再生可
能素材のフォームへの投資の一環として、リサイクル素
材の含有量が多いフォームマットレス（リサイクルフォー
ム 10％、そのうち 35％がレポリオール）の使用をヨーロッ
パで試験的に開始しました。

ほかにも、難燃剤で汚染されたフォームを検出して除去
し、リサイクルできるようにする、選別テクノロジーのテ
ストも実施しています。これにより、今後イケアでは、
リサイクルポリオールの使用が拡大し、新製品に難燃剤
が混入する可能性が低下すると思われます。

リサイクル素材または再生可能素材を使ったフォームの
性能は、従来のフォームと変わりません。そのため、製
品開発をさらに行わなくても既存の製品に部分的に組み
入れることができます。このように従来のフォームをリサ
イクル素材または再生可能素材のフォームに切り替える
とともに、代替素材についても調査しています。ポリウ
レタンフォームは、その独特な性質から役割や用途がさ
まざまで、製品ごとに切り替えの難易度が異なるのです。

熱接着フェルト

FY24 は、快適性を追求する代替ソリューションの実現
を目指し、イケアのサーキュラー（循環型）デザイン原
則を使用して、フォームを使わないソファを試験的につ
くりました。このソファでは、フォームの代わりに、イケ
アの生産廃棄物やほかの使用済みテキスタイルの混合
繊維や混紡など、繊維廃棄物から製造した熱接着フェ
ルトを使用しています。
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プラスチック
プラスチックは、家具や電子機器から固定具
や梱包材まで、イケアの製品全体でさまざまな
用途に使用されています。
 
イケアは、新たにつくられたプラスチックの使用を段階
的に廃止する取組みを進めており、リサイクルプラスチッ
クの割合を増やし、プラスチック素材をもっとも効率的
な方法で使用する（そして、適切な用途のみにプラスチッ
クを使用する）新たなソリューションを見つけています。
現在はプラスチックのリサイクルに重点が置かれていま
すが、消費前と消費後の廃棄物やリサイクル素材の定義
について、基準が複数あり、統一されていません。イケ
アは、社内要件の更新と明確化に努め、社外のステー
クホルダーと連携して、業界全体および法的枠組み間で
統一しようとしています。また、トレーサビリティへの取
組みを継続的に評価し、強化することで、サプライヤー
認定を検証し、業界全体の発展を促しています。

世界規模でプラスチック廃棄物の問題に対処するには、
連携が欠かせないと強く確信しています。2023 年、イ
ケ ア は 国 際 プ ラスチ ック 条 約 企 業 連 合（Business 
Coalition for a Global Plastics Treaty）に加入しまし
た。この連合は、プラスチック汚染をなくすため、意欲
的かつ効果的で法的拘束力のある UN 条約の策定をサ
ポートしようと、エレン・マッカーサー財団と WWF が
結成しました。交渉が続く中、イケアは 21 名の CEO と
協力して、条約を支持する書簡に署名し、パッケージン
グなどの重要度の高い部門に対して実証済みソリュー
ションを展開する企業に役立つ調和の取れた政策や国
の強力な法令を求めています。

リサイクルポリプロピレン

イケアを象徴する FRAKTA/ フラクタ バッグで、リ
サイクル素材の割合を増やすための一連のテストが
完了しました。2025 年より、FRAKTA/ フラクタ 
シリーズで段階的に採用する予定です。 

素材の使用量を減らすようデザインを最適化

デザインの最適化の一例が、SMÄCKER/ スメッケル カ
トラリートレイのデザイン変更です。形状のデザインを
変更したことで、品質も機能も従来どおりのトレイを、
15％少ない素材で生産できるようになりました。新しい
デザインにより、パレットで積み重ねられる数も 10％増
え、運送と配送の効率が向上しています。

紙ベースの固定具袋

パッケージのうち、家具の固定具を入れる
袋を紙ベースの素材に移行しています。これ
により、プラスチック消費量を年間およそ
1,400 トン削減できると予想しています。こ
のコンセプトや、素材、機械の機能の開発
には数年前から取り組んでおり、実際の導
入は FY24 初頭に始めました。

プラスチックに替わる新しい紙製パッケージ

プラスチック製パッケージを段階的に廃止す
る取組みを進めています。その一例として、
SMÅSPORRE/ スモースポッレに紙ベースのソ
リューションを採用しました。FY24 の大規模
なテストを経て、SMÅSPORRE/ モースポッレ
がプラスチックではなく紙に包まれて登場しま
す。この開発で重視したのは、既存の機械や
自動化された生産工程を利用できるプラス
チックの代替品をつくることでした。新しいソ
リューションは、プラスチックへの依存を減ら
し、再生可能エネルギーで稼働するスカンジ
ナビアの工場で生産した紙を使います。
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FY24 は、食品原材料のクライメートフットプリン
トが FY23 およびベースラインとなるFY16と比較
して6％減少しました。FY23 が FY22と比較して
0.7％、ベースラインとなるFY16と比較して0.3％
とわずかな減少だったことを考えると、改善して
いると言えます。
 
イケアの食品調達事業は革新的な変化を迎えています。フ
ランチャイジーによる現地調達から、Inter IKEA Group に
よる集中調達へ徐々に移行しています。この変化により、
Inter IKEA Group がイケアスウェーデンフードマーケットや
レストランを含む食品事業全体を監督できるようになり、ス
ケールメリットを得られるとともに、一貫した責任ある調達
を実践でき、食品原材料による気候や自然への影響の軽減
につながります。

FY24 も、植物性食材の割合を増やす取組みを続けました。
最大規模のフランチャイジー Ingka グループが運営するイ
ケア店舗のレストランで提供されたメイン料理の中でプラン
トベースが占める割合は、FY23 がおよそ 30％だったのに対
し、FY24 は 36.4％でした。

イケアでは、温室効果ガス（GHG）排出量に対処する重要
なステップとして、植物を多く含む食事への移行の重要性を
認識しています。そこで、イケアの食品原材料による GHG
総排出量の半分以上を占める牛肉と豚肉をベースとした食品
の気候への影響を最小限に抑えることに重点を置き、同時
に植物性食品の提供も増やす取組みを進めています。

また、食材の栽培方法がもたらす影響も認識しており、私
たちはサプライチェーンのパートナーと協力し、その影響の
軽減に取り組んでいます。

食品原材料
（FY24 のバリューチェーン全体のクライメートフットプリントの 4％）

クライメートフットプリント（単位：CO2 百万トン換算）1

サブ目標

2025 年に向けたサブ目標 ：スウェーデンレストランで提供され
る主要メニューの 50％をプラントベースにします。 2

FY30 の目標（更新）

FY30 までに、食品原材料からの温室効果ガス（GHG）の絶対
排出量をベースラインの FY16 と比較して 50％以上削減します。

原材料の重量（トン、パーセント）VS クライメートフットプリント（トン、
パーセント、CO2 換算）の比率

* その他：ドリンクを含む

19%
フルーツ＆野菜

8%
鶏 肉、 シ ー
フード、その
他の肉

9%
その他 *

8%
牛肉＆豚肉

2%
豆＆種

7%
砂 糖、 甘 味
料、 チ ョ コ
レート

4%
オイル

12%
鶏 肉、 シ ー
フ ー ド、 そ
の他の肉

5%
砂糖、甘味料、
チョコレート

1%
豆＆種

55%
牛肉＆豚肉

-6％（vs FY16）FY24：0.8

-0.3％ （vs FY16）FY23：0.9

FY16：0.9 ベースライン

24%
水

10%
穀物＆でんぷん

9%
乳製品＆卵

5%
フルーツ＆野菜

3%
穀物＆でんぷん

9%
乳製品＆卵

5%
その他 *

5%
オイル

イケアのサプライチェーンの食品については、FY24 のイ
ケアサステナビリティレポートをご覧ください。

イケアの目標は、健康でサステナブルな食事をサポート
する、おいしくて手ごろな価格の食品を提供すること 
です。

食品原材料の排出量削減目標を達成するために行う取
組みの詳細については、36 ページのクライメートロード
マップをご覧ください。

-50％（FY16 と比較した FY30 の目標）

重量 
（割合％）

クライメート
フットプリント

（割合％）
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1 範囲：温室効果ガスプロトコル、スコープ 3 排出量：購入した製品・サー
ビス – 食品の一次サプライヤーのエントリーゲートまでの食品原材料の
生成や加工。

2 2024 年 5 月、進行中の取組みが世界の業界標準の定義により沿ったも
のになるよう、イケアにおける「プラントベース（植物由来）」の定義が
更新されました。これに伴い、現在は「プラントベース（植物由来）」を
動物由来ではなく植物や菌類に由来する食品と定義しています。ただし、
レポートの継続性と比較可能性を保つため、FY21 のサブ目標「スウェー
デンレストランで提供される主要メニューの 50％をプラントベースにす
る」は、2025 年末まで従来のプラントベースの定義に基づくものとします。
つまり、料理には、乳製品、卵、ハチミツなどの動物由来の食材を最大
10％含めることができます。  

3 イケアのビジネスでは、「植物性」を、食品として定義された植物由来のみの食材
を少なくとも 75％は使った料理 / 食品と定義しています。残りの 25％は動物由来
の食材でも構いません。

4 食品原材料の数値は、現在のところ、入手可能な最良の情報、信頼できる代理人、
およびデータを使用した推定と手動計算に基づいています。

https://www.ikea.com/global/en/our-business/reports/sustainability-report-fy24-250130/
https://www.ikea.com/global/en/our-business/reports/sustainability-report-fy24-250130/
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責任ある農業

イケアは、土壌の健康、生物多様性、炭素回収に重
点を置いた再生農業慣行について探求しています。パ
イロットプログラムには、不耕起栽培、作物多様化、
被覆作物、畜産統合が含まれています。これらの慣行
は、土壌の健康の改善、使用する農薬の削減、保水
力の強化、生物多様性の向上がもたらすメリットの把
握に役立ちます。また、収穫高、コスト、農業コミュ
ニティにもたらされる金銭的な影響についても調べて
います。

FY24 は、FY23 に米国で始めた牧草飼育の牛の肉の
パイロットプログラムに引き続き取り組みました。そ
の結果として、牧草飼育の牛の肉に関連したサプライ

チェーンを構築しようと模索し続けています。構築
すれば、GHG 排出量や、生物多様性、土壌の健康、
水のほか、動物福祉やコミュニティのウェルビーイ
ングに関連する各種手法を横並びにして、検証でき
るようになります。私たちは、すべての主要サプライ
パートナーとの連携を拡大し、イケアの GHG フット
プリントに対する理解を深めようとしています。こう
することが、調達の改善につながります。たとえば、
牛肉を地域調達に移行すると、輸送による排出量が
削減され、地域の生態系をサポートできます。また、
サプライヤーと連携して、資源を賢く使用した給餌
方法についても調査し、肥料管理を向上させてい 
ます。

植物性食品の拡大

植物由来の原材料を使ったホットドッグであるプラント
ベースのホットドッグを、FY23 にヨーロッパの 14 市場
で初めて発売したのに続き、FY24 は米国を含む新たな
市場で発売しました。 

FY24 に開発した植物性食材の豊富な米と野菜のミック
ス料理も 2025 年 1 月に発売しました。これは、スウェー
デンレストランでより多くの人々に食べていただこうと、
1.99 ユーロという魅力的で手ごろな価格で販売してい 
ます。 

スウェーデンでは、FY24 に PANNBIFF というハイブリッ
トな名前が付いた商品を発売しました。この革新的なパ
テは、タンパク質の 50％が牛ひき肉、残り 50% が地元
産の黄エンドウ豆を使った植物由来で、伝 統的なス
ウェーデン料理をアレンジしたものです。PANNBIFF は、
IKEA Sweden においてあっという間に売上数 6 位 1 に躍
進しました。

より多くの植物性食品を代替肉食品よりも低価格で提供
することは、植物性食品をより魅力的なものにし、お客
さまに従来の動物性たんぱく質ベースの食品の代わりに
選んでもらえるようにする方策の一つです。

1 メインコースのカテゴリーでもっとも販売された商品の第 6 位（2024 年 5 月 14 日
～ 8 月 31 日）
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生産

生産におけるFY24 のクライメートフットプリ
ントは、FY23と比較して 21％減少しました。
ベースラインの FY16と比較すると59％の減
少です。
 
FY24 は、生産での再生可能エネルギーと再生可能電力
の使用が増加したため、FY23 よりも進展が見られまし
た。それでも、クライメートフットプリントの削減の大き
な要因は、2022 年と比較して 2023 年に販売数が減少
したことと、商品価格を引き下げたこととにあります 5。
販売数の変動を除外し、向上した点を明らかにするため、
イケアでは、強度に目を向けます。炭素強度 6（メガワッ
ト時（MWh）単位の温室効果ガス（GHG）排出量）を
見ると、前年度比で 9％向上しています（ベースラインの
FY16 よ り も 42 ％ 向 上 ）。FY24 は 引 き 続 き、IKEA 
Industry の生産現場でも、GHG の絶対排出量を 2025
年までに FY16 と比較して 80％減少させるという目標に
向けて大きく前進し、GHG 排出量をベースラインの
FY16 と比較して 77％削減できました。

生産における排出量削減目標を達成するために行う取
組みの詳細については、37 ページのクライメートロード
マップをご覧ください。

クライメートフットプリント（単位：CO2 百万トン換算）1

（FY24 のバリューチェーン全体のクライメートフットプリントの 7％）

FY30 の目標

FY30 までに、生産による温室効果ガス（GHG）の絶対排出量をベー
スラインとなる FY16 と比較して 80％削減します。

サブ目標

遅くとも FY25 までに、生 産
現場で使用する石炭および石
油 由 来 燃 料 を段 階 的に廃 止
し、クライメートフットプリン
トを大幅に削減し、大気の質
を改善します。

Strive towards 100％ 
FY30 までに、生産における
再生可能エネルギー（電気、
加熱、冷却、燃料）の使用
率 100％を目指します。

再生可能エネルギーの割合	
（％ kWh）3、4

生産現場での石炭および	
石油 由 来 燃 料 の 使 用率	

（％ kWh）3、4

FY23 FY255

8% 7%

FY24

100%

48% 52%

FY23 FY30FY24

生産のクライメートフットプリント VS エネルギー消費

61%
加 熱 お よ び
冷却38%

電力消費

1%
社内運搬用の燃料

エネルギー消費
（MWh）

-59％（vs FY16）FY24：1.5

-49％（vs FY16）FY23：1.92

FY16：3.7 ベースライン

-80％（FY16 と比較した FY30 の目標）

60%
加 熱 お よ
び冷却

2%
社内運搬用の燃料

1%
生産工程での排出

1%
冷媒 7

37%
電力消費

クライメートフット	
プリント4

（単位：CO2トン 
換算）

生産における相対排出量の概要

FY16 FY17 FY18 FY19 FY20 FY21 FY22 FY23 FY24

GHG/MWh GHG/ 通知された m3

0,30

0,20

0,10

0.33

0.10

0.33

0.09

0.32

0.09

0.29

0.08

0.28

0.07

0.26

0.06

0.22

0.05

0.21

0.05

0.19

0.05

1 範囲：温室効果ガスプロトコル、排出スコープ 3：購入した製品・サービス – 排出スコープ 1 ＆ 2 および関連するスコープ 3：ホームファニッシング、食品、部品、カタログ、印刷の一次サプライヤーの燃料およびエネルギーに関する活動（送配電ロス
を含む）。

2 FY24 にイケアの食品事業におけるデータ収集が改善されたことから、FY23 の生産に関する数値を較正しました。
3 外部のサプライヤーによって報告されたデータとの一貫性を確保するため、データは暦年の 2023 年を対象としています。
4 食品サプライヤーの排出カテゴリーの詳細を入手できないため、食品サプライヤーを除外しています。食品の生産は、生産全体のフットプリントの 6％を占めます。
5 バリューチェーンの生産部分については、CY（暦年）ベースのデータに基づきます。FY24 のパフォーマンスは CY2023 のデータを反映し、FY23 のパフォーマンスは CY2022 のデータを利用しています。
6 炭素強度（CO2 換算のトン /kWh を使用）とは、消費エネルギー 1 キロワット時当たりに何トンの GHG を排出するのかを示す指標です。
7 冷媒と生産工程での排出はエネルギーを消費しません。
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再生可能電力

FY24 は、イケアのバリューチェーン内で再生可能電力を
採用する前向きな動きが見られました。生産における再
生可能電力の割合は、FY23 の 71％から FY24 は 75％
に増加しています。

2021 年に中国、インド、ポーランドで始まったイケアの
サプライヤー向け再生可能電力プログラムは、FY24 も
継続されました。初期の 3 カ国での反響に後押しされ、
FY23 と FY24 には第 2 弾としてあと 10 市場で開始され
ました。

第 2 弾の市場でもっとも大きな進展が見られたのがベト
ナムです。FY24 は FY23 と比較して、再生可能電力の占
める割合が 40％ポイント増加し、合計で 84％になりま
した。中国とインドも大きな成果を収め、FY24 の再生
可能電力の割合が、中国で 92％、インドで 69％に達し
ました。  

FY23 と比較すると、新たに 93 の工場やサプライヤー
が再生可能電力 100％を達成し、合計 491 カ所となりま
した。これで、直接取引するサプライヤーの 44％が達
成したことになります。1 

オンサイトの再生可能電力

イケアの再生可能電力調達戦略の観点から、サプライヤー
には再生可能電力を可能な限り現場（オンサイト）で生成
するよう引き続き求めています。FY24 は、現場で生成さ
れ消費された再生可能電力の量が、FY23 の 6％から 9％
に増加しました。

電力購入契約（PPA）とエネルギー属性証明書（EAC）

オフサイトの再生可能電力のニーズに対応するために、サ
プライヤーに対し、風力や太陽光由来の電力購入契約 
(PPA) に移行することを奨励しています。また、エネルギー
消費ニーズが一般的な PPA 事業者の規模 / 要件と一致し
ない小規模サプライヤーに対しては、 集約型 PPA の促進
に向けて取り組んでいます。PPA の消費が最大になった
のは、ポーランドにある IKEA Industry の施設です。（次
のページへ続く）

55%
ア ン バ ン ド ル
EAC

36%
PPAとバン
ドルEAC

9%
現場で発電・消費され
る再生可能電力

再生可能電力の 
割合 

再生可能エネルギー

* 再生可能電力プログラム参加国
1  ホームファニッシング、部品、印刷媒体のサプライヤーを含みますが、

食品サプライヤーは含まれません。
2  表示順は、国の英語名のアルファベット順です。各国のサプライヤーの電力消費量

とは関係ありません。

ブルガリア（15％） +5%

中国 - 本土 *（91％） +4%

クロアチア（29％） +28%

フィンランド（56％） -33%

ギリシャ（100％）

インド *（69％） +13%

セルビア（98％） +1%

リトアニア *（98％） +1%

チュニジア（94％） +2%

メキシコ（1％） -2%

イスラエル（79％） +3%

日本（35％） +11%

スペイン（66％） +8%

イギリス（4％） -3%

-4%ポルトガル *（75％）

ベトナム *（84％） +40%ラトビア（97％）

ルーマニア *（92％） +16%

スイス（17％） +4%

FY23より増加（％ポイント、kWh）FY24の再生可能電力の割合（％ポイント、kWh）2 FY23より減少（％ポイント、kWh）

バングラデシュ（5％） +1%

オーストラリア（1％） -1%

ベルギー（83％） -7%

ブラジル（32％） +23%

カナダ（7％） +7%

チェコ共和国 *（24％） +8%

エジプト（4％） +3%

デンマーク（27％） +16%

エストニア（68％） +30%

フランス（11％） +5%

ドイツ *（31％） +7%

ハンガリー（82％） -3%

インドネシア（8％） +3%

アイルランド（99％） +39%

イタリア *（83％） +8%

ルクセンブルク（25％） -75%

オランダ（28％） -7%

パキスタン（24％） -6%

ポーランド *（89％） +5%

スロバキア共和国 *（94％） -3%

スロベニア（10％） +3%

韓国（67％） -7%

スウェーデン *（82％） -12%

タイ（25％） +18%

トルコ *（52％） -15%

米国（11％） -20%

アラブ首長国連邦（21％） -43%

ウクライナ（0％） -38%

台湾（6％） -2%

現場で購入または発電 / 消費された全再生可能電力の割合
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（前のページからの続き）イケア最大の戦略的ステンレス
スチールサプライヤーが風力タービンプロジェクトの計
画を加速させました。このプロジェクトが最初に計画さ
れたのは 2022 年。2024 年 8 月に政府の承認を受け、
FY25 に建設が始まります。風力タービンによる発電は
2025 年 7 月にスタートする予定です。この取組みは、
プロジェクトへ独自に投資しているサプライヤーが主導
し、資金もこのサプライヤーが全額負担しています。イ
ケアのビジネスは、アドバイザーの役割を果たし、財務
リスク分析や投資計画の評価などの分野でガイダンスを
提供します。

エネルギー属性証明書

すべての市場で PPA のインフラが充実しているとは限ら
ないため、バンドル、アンバンドルを問わず、エネルギー
属性証明書（EAC）が暫定措置として使われています。
イケアでは、受け入れ可能な認証の種類について厳格な
品質ガイドラインを設けています。

私たちは今後も EAC によるリスクの軽減に努め、さまざ
ま調達国で再生可能エネルギー政策が策定されたら、イ
ケアのアプローチをモニタリングして見直すよう努め 
ます。

また、スコープ 2 のエネルギー属性証明書の外部の科
学的評価（SBTi のまもなく実施される調査研究を含む ) 
も注意深く追跡しており（特に、追加性に関する懸念に
ついて）、その結果を今後のアプローチや戦略に取り入
れていきます。

再生可能な加熱、冷却、燃料 

加熱・冷却と燃料に関しては、生産における再生可能エ
ネルギー使用率が FY23 の 35％から FY24 は 38％に増
加しました。

主に次のような進展がこの増加を促しています。

現場における加熱への石炭使用の段階的廃止を継続 

生産現場における石炭由来および石油由来の燃料の使
用率が、FY23 の 9％から FY24 は 7％に減少しました。

サプライヤーの施設のほとんどで現場での石炭使用を段
階的に廃止していますが、サプライヤー 7 社にはそれを
一時的に免除しています。石炭の段階的廃止は FY27 ま
でに完了する予定です。 

FY24 のサプライヤーの対処例を一部ご紹介します。

•	 インドのテキスタイルサプライヤーが石炭からもみ殻
に切り替えました。これが、26,000 トン相当の CO2

（CO2 換算）削減につながっています。 

•	 イケアの食品カテゴリーにおいてトップレベルのミー
トボールと鶏肉食品のサプライヤーの 1 社が、石炭か
ら鶏糞に切り替えました。

加熱プロセスの電化 

•	 中国とポーランドの複数のサプライヤーが、ヒートポ
ンプを採用し、天然ガスの段階的廃止に取り組んでい
ます。

•	 中国のカーボンスチールサプライヤーが、天然ガスか
ら赤外線加熱の使用に移行しています。

•	 中国で最大のテキスタイル商品サプライヤーの 1 社が、
廃水処理に蒸気再圧縮加熱装置を採用しました。こ
れにより、年間 26,000 トン相当の CO2 を削減してい
ます。

現場での石炭の段階的廃止は最優先事項でしたが、現
在、現場外での石炭の段階的廃止を加速化する方法を
模索しています（まずは購入蒸気から）。
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製品輸送＆物流サービス

FY24 は、2023 年 9 月に 発 行され た Global Logistic 
Emission Council（GLEC）フレームワークの最新版に
沿って排出量のベースラインと過去の数値を再計算しま
した。最新版の主な変更点は、排出量の計算にメタンス
リップが含まれたため、化石燃料の地域別排出係数が
大幅に増加したことです。この再計算により、イケアの
CO2 換算の排出量が絶対値と相対値の両方で約 8％増
加しました。イケアでは FY16 から FY24 の輸送におけ
る排出値を調整しました。

商品の輸送においては、バイオ燃料や電力などの代替燃
料の割合が、FY23 の 9.2％から FY24 は 12％に増加し
ました 6。陸上複合一貫輸送の割合は、FY23 以降、世
界的に 51％を維持しています。

私たちの目標は、2040 年までにゼロ・エミッションの
中型・大型車両（MHDV）のみを使用し、ゼロ・エミッショ
ンの海上輸送サービスのみを購入することです。FY24
は EV（電気自動車）トラックの導入を続け、小さいなが
らも重要な一歩を踏み出しました。これは長期にわたる
課題なので、今後数年間で大きく進展することが予想さ
れます。

輸送と物流のサプライチェーンを効率よく脱炭素化する
には、全体を見渡す視点が必要です。ホームファニッシ
ング商品がサプライヤーから海、陸、ターミナル、港を

FY24 は、製品輸送＆物流サービスのクラ
イメートフットプリントが FY23と比較して

（輸送量が 9％増加したものの）0.4％、ベー
スラインとなるFY17と比較して 26％減少
しました。 

イケアはグローバルな大手荷主企業です。FY24 に
は、およそ 170 万件の輸送が行われ、CO2100 万ト
ン相当（CO2 換算）の温室効果ガス（GHG）を排出
しました。

FY24 は、輸送量（トンキロ）が FY23 と比較して 9％
増加したものの、CO2 排出量は絶対値と相対値の
両方で減少しています。絶対排出量は 0.2％減少し
ました。また、効率はより一層向上し、商品輸送に
よる相対排出量（貨物のトンキロ当たりの CO2 換算）
が FY23 と比較して 9％、ベースラインと比較して
29％減少しました。効率の向上は、サプライチェー
ンの効率の向上（設備稼働率の向上、大型トラック
の導入、ネットワークの最適化）と、バイオ燃料や
電気機関車の利用の増加に起因します。FY24 は出
荷当たりの平均積載重量が増加したため、不要に
なった貨物輸送は 115,430 回に上ります。これが排
出量とコストの両方の削減につながりました。

-26％（vs FY17）

FY17：1.5

-26％（vs FY17）FY24：1.13

FY23：1.13

ベースライン（FY16 のデータに不備があるため、FY17）

クライメートフットプリント（単位：百万トン、CO2 換算）1、2

（FY24 のバリューチェーン全体のクライメートフットプリントの 5％）

FY30 の目標

FY30 までに、製品輸送による温室効果ガス（GHG）の相対排出
量を FY17 と比較して 70％削減します（トンキロ当たり CO2 換算）。

FY30 までに、物流サービスによる GHG の絶対排出量を FY19 と
比較して 80％削減します。

42.2% 
トラック

2.2% 
鉄道

53.5%
船舶

1.6% 
倉庫

0.5% 
バージ船

サブ目標

2040 年までに、排出ガ
スゼロの中型・大型車両

（MHDV）の輸送能力の
みを調 達するようにし 
ます。4 排 出 ガ スゼ ロ の 中 型・大 型 車 両

（MHDV）の輸送能力の割合（トンキ
ロ当たりの貨物量の割合）

FY23

0.12% 0.38%

FY24

2040 年までに、排出ガ
スゼロの海上輸送サービ
スのみを購入します。5

排出ガスゼロの海上輸送の割合（トンキ
ロ当たりの貨物量の割合）

FY23

0% 0%

FY24

2025 年までに、すべて
の物流サービスユニッ
トで再生可能電力の使
用を 100％にします。

 再生可能電力使用率（％ kWh）
FY23 FY25

2040

2040

91% 95%

FY24

100%

100%

100%

クライメートフッ	
トプリント

（単位：CO2 トン 
換算）

経由して倉庫や店舗に至るまでの全行程を考慮しなけれ
ばなりません。これに総体的な方法で対処すれば、全行
程の部分的な最適化で終わったり、特定の部分にしか注
目しなかったりといったことが避けられます。

製品輸送＆物流サービスにおける排出量削減目標を達
成するために行う取組みの詳細については、38 ページ
のクライメートロードマップをご覧ください。

1 範囲：温室効果ガスプロトコル、スコープ 3 排出量：Tier 1 製品輸送サプライヤーの上流の輸送・流通および連結した燃料・エネルギー関連活動。
2 FY16 の参照データは進捗を評価するのに限界があるため、製品輸送のベースラインは FY17 です。イケアのバリューチェーンのベースラインを考えて、FY16 のために

推定されました。
3 この数値には、ブック＆クレームアプローチを使用して消費したバイオ燃料は含まれません。その点については「イケアの責任範囲を超えて」セクション（8 ページ）

で取り上げています。
4 The Climate Group によって定義されています。
5 Cargo Owners for Zero Emission Vessels によって定義されています。
6 バイオ燃料の使用の一部をネットゼロインベントリに、またある程度まで「イケアの責任範囲を超えて」に含めています。詳しくは、8 ページをご覧ください。
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FY24 は、FY23と比較して、クライメートフッ
トプリントが絶対値で道路輸送では 10％、鉄
道輸送では 3％減少しました。 
 
陸上輸送全体（道路、鉄道、バージ輸送を含む）の相
対 排出量も、FY23 と比 較して 6％、ベースラインの
FY17 と比較して 31％減少しています。絶対値と相対値
の両方が減少した理由は、サプライチェーンの効率が向
上したこと（設備稼働率の向上、大型トラックの導入、ネッ
トワークの最適化）とバイオ燃料の使用が増加したこと
にあります。

道路輸送の脱炭素化の一環として、長距離輸送を鉄道、
バージ輸送、短距離海上輸送などのインターモーダル
輸送 1 ソリューションに移行し、輸送の最初と最後の区間
を電化しています。

イケアでは、インターモーダル輸送の使用率が高く、
FY24 は、ホームファニッシング商品を倉庫や店舗へ補
充するグローバルな陸上輸送の 51％（輸送トン数 /km
で測定）がインターモーダル輸送でした。ヨーロッパで
はその割 合 がさらに高く、56％でした。鉄 道 輸 送の
GHG 排出量は、ディーゼルトラックと比較して平均で
50％少なくなります。鉄道は、気候の最優先課題に対処
するほか、運転距離の短縮を可能にしてドライバーのワー
クライフバランスを改善し、道路渋滞と大気汚染の両方
を緩和するというメリットも得られます。

1	インターモーダル輸送は、鉄道、道路、海上などの複数の輸送手段を組み合わせ
た商品の輸送方法です。手段を変える際にカーゴの中身を積み直したりする必要は
ありません。このシステムでは、標準化されたコンテナやユニットを利用し、輸送
のシームレス化と効率化を図ります。

輸送＆物流サプライチェーンの 
陸上輸送を脱炭素化する

短距離輸送では、EV トラックの割合を引き続き増
やしています。FY24 は、EV トラックを運用する国
の数が倍増し、合計で 10 カ国になりました。

FY24 は、道路輸送でのバイオ燃料（主に水素化植
物油（HVO）とバイオガス）の使用が、FY23 と比
較して 20％増加しました（FY23 は 6.3％、FY24 は
7.6％）。バイオ燃料は排出ガスゼロの解決策ではな
く、大気汚染の原因にもなります。そのため、イケ
アでは短期的な選択肢と見ていますが、それでも、
GHG 排出量の削減にはつながります。ドイツ、オラ
ンダ、オーストリア、イタリアでは、FY24 にほとん
どの国内輸送をバイオ燃料に移行しました。

FY24 は、海上輸送のクライメートフットプ
リントが FY23と比較して絶対値で 8.8％増
加しましたが、相対排出量は 3％減少しま	
した。
 
絶対排出量が増加した主な原因は、紅海危機です。
2023 年末以降、コンテナ船会社は紅海での攻撃を
避けるため、スエズ運河から喜望峰へのルート変更
を余儀なくされています。このルート変更が、主にア
ジア / ヨーロッパ輸送回廊において、イケアのビジネ
スに影響を与え続けており、移動距離の延長によっ
て FY24 の CO2 換算の絶対排出量が 10％増加した
のです。それでも、サプライチェーンの効率向上によ
り、相対排出量は 3％減少しています。ベースライン
の FY17 と比較して、海上輸送量は 7.7％増加したも
のの、絶対排出量は 14％、相対排出量は 20％減少
しています。

現在は海上輸送にバイオ燃料を使用していますが（8
ページ）、長期的なソリューションとなるのは排出ガ
スゼロの輸送です。これはまだ幅広く利用できるよう
になっていません。業界を排出ガスゼロの選択肢へ
急 速 に 移 行させる鍵となるの が、Zero Emission 
Maritime Buyers Alliance（ZEMBA）などのイニシ
アチブです。

排出ガスゼロの海上輸送を
目指して

排出ガスゼロの海上輸送を目指す取組みの中で最初の
マイルストーンを達成

2023 年 3 月、 イ ケ ア は Zero Emission Maritime 
Buyers Alliance（ZEMBA）の初期メンバーになりまし
た。現在のメンバー数は 40 以上。これは、海上輸送
の脱炭素化を求める声が業界内で高まっていることを
実証しています。 

2024 年 4 月、ZEMBA は排出ガスゼロの海上輸送に関
する初の提案依頼書 （RFP）入札の落札者を発表しまし
た。落札案は、廃棄物のみを使用したバイオメタンサー
ビスでした。ライフサイクルベースで 90％以上の排出
量削減が見込まれ、2025 年より提供がスタートします。
この初の入札に関わったことは、業界に対して排出ガス
ゼロの海上輸送が求められていると示すことになり、そ
れは海上輸送の脱炭素化を促進するというイケアの目
標と一致しています。 
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FY24 は、物流サービスのクライメートフット
プリントの絶対値が FY23と比較して 12％、
ベースラインとなるFY19と比較して 56％減
少しました。物流サービスの目標は、FY30
までに絶対排出量の 80％削減を達成するこ
とです。 
 
この前向きな進展の大きな要因は、再生可能電力の使
用率が FY23 の 91％から FY24 は 95％に増加したこと
です。2025 年（CY25）までに再生可能 電 力使 用率
100％を達成するという目標に向けて順調に進んでい 
ます。  

イケアのビジネスチームは、子会社ではない下請け物流
ユニットを含め、入札プロセスやアクションプランにおい
て再生可能電力を優先事項に挙げています。 

現在、私たちが利用している物流ユニットの 45％が太
陽光発電パネルを設置し、使用する電力の一部を現場
で発電しています。それでも、イケアの目標を達成する
ため、イケアのサプライヤー向け再生可能電力プログラ
ムを重視しています。イケアの業務が物流ユニットの業
務全体のほんの一部にしかすぎない場合もありますが、
イケアはユニット全体の輸送を再生可能電力にすること
を求め、移行を支援します。たとえば中国では、現在、
物流ユニットすべてが再生可能電力 100％で稼働してい
ます。 

ドイツ市場では、逆に、物流ユニットのクライメートフッ
トプリントが FY23 と比較して 116％増加しました。主な
理由は、バイオ燃料から天然ガスへ一時的に移行したた
めです。今後は、ビジネス上のあらゆる決定に再生可能
電力や再生可能エネルギーを取り入れる必要がありま
す。そうしなければ、イケアの排出量目標に悪影響が直
ちに及ぶことになります。

物流サービスにおいて再生可能エネルギー使用率 100％を目指して尽力する 

中国の奉賢にあるディストリビューションセンター
（DC）に PVパネルとEV 充電スポットを設置

中国の奉賢にあるイケアの DC は、エネルギー属性
証明書（EAC）を使って電力を購入することで、2
年間にわたり再生可能電力 100％で稼働していま
す。現場での再生可能電力の発電量増加がイケア
のビジネスにおいて優先事項になっていることを受
け、この DC は FY24 に 1,700 平方メートルの太陽
光発電（PV）パネルを設置しました。これにより、
DC の電力消費量の 30％を現場で発電できるよう
になりました。倉庫は排出ガスゼロネットワークに
欠かせないハブです。中国の陸上輸送の脱炭素化
をサポートするため、このDCは重量物輸送用トラッ
クの充電装置を 2 基導入しました。トラックドライ
バーのスケジュール調整と効率向上のため、充電装
置の利用可能時間も延長しています。

UAE のドバイにあるディストリビューションセ
ンター（DC）の EV 充電スポットと太陽光発
電（PV）パネルが、再生可能エネルギーでの
輸送をサポート 

FY24 に、ドバイにあるイケアのディストリ
ビューションセンター（DC）が現場に電気自
動車（EV）充電スポットを設置し、ドバイの港
と DC の間の輸送を担う EV トラックを充電で
きるようにしました。さらに、DC には PV パ
ネルも設置し、EV トラックに充電するエネル
ギーを再生可能エネルギーから 100％調達で
きるようにしました。 
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FY24 は、イケアのリテール事業＆その他の業
務のクライメートフットプリントが FY23と比
較して6％、ベースラインとなるFY16と比較し
て 35％減少しました。
 
再生可能 電 力の 使 用率は FY23 の 77 ％から FY24 は
81％となり、両方で増加しました。再生可能エネルギー
全体の使用率は FY23 の 69％から FY24 は 71％へと上
昇しています。再生可能エネルギーには、再生可能電力
のほか、加熱、冷却、輸送燃料の再生可能な資源が含
まれます。 

FY24 は、63 あるイケアの市場のうち 32 市場が再生可
能電力を 100％使用しています（FY23 は 25 市場）。相
対的に見れば、再生可能電力使用率 100％を確保する
ほうが容易なため、まずはそれを達成することに重点を
置いています。そうすることで、再生可能な加熱、冷却、
燃料のためのソリューションの特定や投資の計画をする
時間が生まれます。こちらはより資本集約的で、場合に
よっては既存の建物の改良が必要になります。可能な限
り地中熱・空気熱源のヒートポンプを使用した加熱の電
化をほかのソリューションよりも優先しています。

加熱・冷却に関しては、5 つのイケア市場がほぼ 100％
を達成しています。再生可能な加熱において特に顕著な

向上が見られたのが、チェコ共和国（+16％ポイント）と
米国（+7％ポイント）です。

2030 年目標を達成するには、やるべきことがまだまだ
残っています。配送サービスにおける排出量削減目標を
達成するために行う 取組みの詳細については、39 ペー
ジのクライメートロードマップをご覧ください。 

イケアのリテール事業＆その他の業務
クライメートフットプリント（単位：CO2 百万トン換算）1

（FY24 のバリューチェーン全体のクライメートフットプリントの 2％）

FY30 の目標

FY30 までに、リテールおよびその他の事業による温室効
果ガス（GHG）の絶対排出量をベースラインの FY16 と比
較して 80％削減します。2

クライメートフット	
プリント

（単位：CO2トン 
換算）

15% 
社内運搬用の
燃料

10% 
冷媒

73%
電力

2% 
熱源

ベースラインFY16：0.64

-35％（vs FY16）FY24：0.42

-31％（vs FY16）FY23：0.44

-80％（FY16 と比較した FY30 の目標）

オーストラリア
オーストリア
ベルギー
カナダ
中国 - 本土
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ドイツ
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イスラエル
イタリア
日本
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リトアニア
オランダ
ノルウェー

ポーランド
ポルトガル
ルーマニア
セルビア
スロバキア共和国
スロベニア
スペイン
スイス
トルコ
イギリス

再生可能電力使用率 100％を達成した市場
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1 範囲：温室効果ガスプロトコル、排出スコープ 1、2、3：Inter IKEA Group の業務（IKEA Industry および IKEA Components での生産を除く）およびフランチャイズの事
業のうち、イケアリテールのパートの燃料およびエネルギーに関する活動（送配電ロスを含む）。このため、「スコープ 3：フランチャイズ」がこれに含まれます。

2 範囲：Inter IKEA Group および Ingka グループのイケアリテール事業。
3 範囲：Inter IKEA Group（IKEA Components および IKEA Industry の部門内での生産を除く）と、Ingka グループのイケアリテール事業（スコープ 1 および 2）。
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コワーカーの通勤＆出張

1 範囲：GHG（温室効果ガス）プロトコル、スコープ 3 排出 – カテゴリー 6：Inter IKEA Group および Ingka グループのイケアリテール事業の出張、排出スコープ 3 – カテゴリー 7：Inter IKEA Group および Ingka グループのイケアのリテール事業の従業員の通勤
2  範囲：Inter IKEA Group および Ingka グループのイケアリテール事業。

FY24 のコワーカーの通勤と出張によるクライ
メートフットプリントは、FY23と比較して 3％、
ベースラインの FY16と比較して 13％減少しま
した。

コワーカーの通勤

コワーカーの 通 勤 による FY24 のフットプリントは、
FY23 と比較して 2％減少しました。しかし、ベースライ
ンの FY16 と比較すると 10％増加しています。これは相
対的な目標（コワーカーひとりあたりの排出量）なので、
ベースラインと比較して増加したのは、FY16 以降、イケ
アブランドで運営している企業全体でコワーカー数が増
加したためです。イケアのオフィス（店舗と工場を除く）
に勤務するコワーカーに対してはハイブリッドワークモ
デルの導入を進めているため、毎日の通勤は減少してい
ます。

出張

FY24 の出張によるフットプリントは、FY23 と比較して
14％、ベースラインの FY16 と比較して 69％減少しまし
た。これは、出張を少なくすることに重点を置き、可能
な限り鉄道を選び、日帰りの短距離飛行を最小限に抑
えようと取り組んでいるためです。また、問題がなければ、
出張ではなくオンラインミーティングにするようにも促し
ています。

配送サービスにおける排出量削減目標を達成するために
行う 取組みの詳細については、40 ページのクライメー
トロードマップをご覧ください。 

FY30の目標

FY30までに、コワーカーの通勤による温室効果ガス
（GHG）排出量を、ベースラインのFY16と比較してコワーカ
ー1人当たりの相対値で50％削減します。2

クライメートフットプリント（単位：CO2百万トン換算）1

（FY24 のバリューチェーン全体のクライメートフットプリントの 2％）

11% 
出張

89%
コワーカ ー
の通勤

クライメート 
フットプリント 

（単位：CO2トン 
換算）

FY23：0.45 -10％（vs FY16）

FY24：0.44 -13％（vs FY16）

FY16：0.50 ベースライン
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1 範囲：温室効果ガスプロトコル、スコープ 3 排出量：Inter IKEA Group およびフランチャイジーのビジネスのイケアリテール部分における下流の輸送・流通。
2  範囲：Inter IKEA Group および Ingka グループのイケアリテール事業。

配送サービス

FY30 の目標

FY30 までに、温室効果ガス（GHG）の絶対排出量をベースライ
ンとなる FY16 と比較して 30％削減します。2

クライメートフットプリント（単位：CO2百万トン換算）1

（FY24 のバリューチェーン全体のクライメートフットプリントの 1％）

配送サービスにおけるFY24 のクライメート
フットプリントは、FY23と比較して 16％減
少しました。
 
配送サービスに使用される排出ガスゼロ車両の割合が
順調に伸び、FY23 の 25％から FY24 は 41％に増加し
ました。

FY24 時点で、配送サービスによる GHG 排出量は、ベー
スラインの FY16 から 48％増加しています。これは、
オンラインで購入するお客さまがこの 10 年間で大幅
に増えたためです。その結果として、ベースラインの年
以降に配送サービスと排出量が偏って増加してしまい
ました。推 定では、配 送サービスの総移 動距 離は
FY16 以降、70％増加しています。

排出量と移動距離を相対的に切り離すという前向きな
動きは見られますが、私たちは、再生可能電力で動く
EV などの排出ガスゼロのソリューションを確保する方
向で引き続き取り組んでいく必要があります。

48％（vs FY16）2FY24：0.3

75％（vs FY16）FY23：0.4

FY16：0.2 ベースライン

-30％（FY16 と比較した FY30 の目標）

お客さま向け配送サービスの輸送に対する新たなサ
ブ目標

以前のサブ目標は、お客さま向け配送サービスにおい
て電気自動車（EV）またはその他の排出ガスゼロのソ
リューションの使用率を 100％にすることでした。こ
のサブ目標は、Inter IKEA Group および Ingka グルー
プのイケアリテール事業向けのものでした。 

私たちが事業展開している多くの市場で、適切な排気
ガスゼロ車両（ZEV）の入手可能性や、限定的な貨物
用 EV、適切な充電インフラなどについて、さまざまな
課題に直面しています。私たちは引き続き、各市場で
政策の支援に取り組み、全体的な排出量削減目標を
維持する一方で、サブ目標は再調整します。Ingka グ
ループでは現在、2028 年までに配送サービスの 90％
以上を排出ガスゼロ車両で行うという新しいサブ目標
を設定しています。Inter IKEA Group が所有するリ
テール事業で新たに所有権が変わることを考慮し、サ
ブ目標の調整は 2025 年中に行います。

コワーカーの通勤＆出張における排出量削減目標を達
成するために行う 取組みの詳細については、41 ペー
ジのクライメートロードマップをご覧ください。
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FY24 は、家庭での製品の使用によるクライ
メートフットプリントがFY23と比較して4％、
ベースラインとなるFY16と比較して54％減
少しました。
 
家庭での製品の使用によるフットプリントのほぼ 99％
を占めるのは、照明や家庭用設備機器などの製品（ガ
スコンロや冷蔵庫を含む）による電力消費です。占め
る割合の少ない要因には、家で灯すキャンドルがあり
ます。2 

FY23 以降、家庭での製品の使用によるクライメート
フットプリントは 4％減少しています。これは主に照明
と家電で削減を達成したためです。  

ベースラインの FY16 以降、照明は、家庭での製品の
使用による排出量削減の最大要因であり、全体の削
減率の 80％ポイントを占めています。

イケアは、お客さまが家庭で再生可能電力を消費でき
るようにする政策や規制を引き続き提唱していきます。

国の電力網における再生可能電力の割合をさらに高め
れば、お客さまの家庭のクライメートフットプリントは
大幅に小さくなるでしょう。

コワーカーの通勤＆出張における排出量削減目標を達
成するために行う 取組みの詳細については、42 ペー
ジのクライメートロードマップをご覧ください。 

家庭での製品の使用
クライメートフットプリント（単位：CO2 百万トン換算）1

71%
照明

28%
家 庭 用 設 備
機器

1%
キャンドル

（FY24 のバリューチェーン全体のクライメートフットプリントの 17％）

クライメート 
フットプリント

（単位：CO2 トン 
換算）

FY30 の目標（更新）

2030 年までに、家庭での製品の使用による温室効果ガス（GHG）
の絶対排出量をベースラインとなる FY16 と比較して少なくとも
70％削減します。

サブ目標

FY30 までに、キャンドルに使用する化石燃料由来のパラフィン
を段階的に廃止します。

-52％（vs FY16）

FY16：8.0

-54%（vs FY16）FY24：3.7

FY23：3.8

ベースライン

-70％（FY16 と比較した FY30 の目標）

1   範囲：温室効果ガスプロトコル、排出スコープ 3：販売した製品の使用と、燃料およびエネルギーに関する活動（送配電ロスを含む）。
2 イケアのスマート家電は現在フットプリントから除外されています。イケアのスマート家電のクライメートフットプリントを測定する方法は現在開発中で、FY25 のクライメート

レポートに含まれる見込みです。

原材料  -  食品原材料  -  生産  -  製品輸送＆物流サービス  -  イケアのリテール事業＆その他の業務  -  コワーカーの通勤＆出張  -  配送サービス  -  家庭での製品の使用  -  製品の廃棄

はじめに  |  イケアのクライメートアジェンダ  |  FY24 の進捗の概要  |  イケアのバリューチェーン全体のクライメートフットプリント  |  大気汚染  |  イケアのクライメートロードマップ  |  付録



27 - イケアのクライメートレポート FY24

お客さまの家庭で使用されているイケアの家庭
用設備機器の FY24 のクライメートフットプリン
トは、FY23 と比較して 9％、ベースラインの
FY16と比較して46％減少しています。
 
FY24 の主な減少要因は、設備機器の販売数が減少したこ
とです。

イケアでは、エネルギー効率を高める明確なアクションを
盛り込んだ FY30 までのロードマップを策定しました。こ
れに従い、新しいテクノロジーによってエネルギー効率を
高めたガスコンロを今後数年にわたって導入していきます。

家庭用設備機器 
FY24 は、お客さまの家庭でのキャンドルの燃
焼によるクライメートフットプリントが、FY23
と比較して 13％、ベースラインの FY16と比較
して50％減少しました。
 
FY24 は、イケア製品に含まれる再生可能なワックスの
割合が 71％から 70％へとわずかに減少しました。これ
は主に、再生可能な原料のコストが上昇したためです。

私たちの目標は、FY30 までに化石燃料由来のパラフィ
ンを段階的に廃止することです。化石燃料由来のパラフィ
ンに代わる適切なものを見つけることが課題で、積極的
に代替品を探し、試し続けていきます。それでも、私た
ちは引き続き再生可能なキャンドルワックスの使用に向
けて取り組み、菜種や、シアオイル、大豆など、植物由
来ワックスを生み出すさまざまな材料に移行していると
ころです。

キャンドル
FY24 は、お客さまが使用する照明製品
によるクライメートフットプリントが
FY23と比較して 2％、ベースラインとな
るFY16と比較して57％減少しました。	

FY24 の減少要因は、イケアの照明製品全体で
エネルギー効率が徐々に向上していったことにあ
ります。また、照明商品の売上が低下したこと
も要因の一端を担っています。さらに、FY23 に
照明製品が販売された市場と比べ、照明製品の
一部が、電力供給網内の再生可能電力の割合が
比較的少ない国で販売されたことも挙げられ 
ます。

先を見据え、私たちは優れたデザインと手ごろ
な価格を維持しながら、FY30 までに商品のエ
ネルギー効率を継続的に高めていくための明確
な目標とアクションを盛り込んだロードマップを
策定しました。

照明

イケアの照明商品では、FY15 より、エネルギー効率に優れた
LED のみを扱い、ベースラインの FY16 以降、照明のエネルギー
効率がワットあたりルーメン換算で 90％向上しています。これ
は、電気消費 1kWh 当たりで、より多くの光が生み出され、熱
として失われているエネルギーがより少なくなっていることを意
味します。
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製品の廃棄

1 範囲：温室効果ガスプロトコル、スコープ 3 排出量：販売した製品の廃棄後の処理。

FY24 は、製品の廃棄によるクライメートフッ
トプリントが FY23と比較して 3％、ベースラ
インとなるFY16と比較して13％減少しました。	

FY24 に販売された商品の原材料の総重量はわずかに
1.2％減少しました。プロダクトミックスは、FY23 と比
較して焼却または埋め立てで廃棄される可能性が低い原
材料で構成されていました。

また、この 1 年、電子機器廃棄物が適切な廃棄処理で
調整されるように、ベースラインの FY16 まで遡ってキャ
リブレーションも行いました。以前は、GHG インベント
リ内の一部の電子機器廃棄物が堆肥化可能な廃棄物と
して誤って分類されていたのですが、それを FY24 中に
以前のすべての年度にさかのぼって修正しました。

私たちの現在の計算モデルは、販売された商品の重量の
推定値と廃棄物の最終処分方法（リサイクル、焼却、 埋
め立て）の各国平均に基づいています。このモデルは、
FY25 中に更新され、リサイクルを念頭に置いた製品デ
ザインを目指す動きが考慮されるようになります。計算
モデルのもう 1 つの改善点として、さまざまなタイプの廃
棄物の最終処分方法の全国平均を使うのではなく、各イ
ケア店舗付近の地域のインフラに沿ったものになります。

私たちは、製品寿命の延長に取り組み、責任ある廃棄
物管理の仕組みや製品のサーキュラーループの開発を支
援しています。また、再利用も奨励し、改修と再製造に
取り組んで、製品をできるだけ長く使えるようにするとと

もに、最後のステップでリサイクルされるようにします。
イケアはサーキュラービジネス（循環型ビジネス）への
転換を図っています。これにより、イケア製品が埋め
立て処分や焼却処分にされる可能性は減っていくと思
われます。

配送サービスにおける排出量削減目標を達成するため
に行う取組みの詳細については、43 ページのクライ
メートロードマップをご覧ください。 

クライメートフットプリント（単位：CO2百万トン換算）1

（FY24のバリューチェーン全体のクライメートフットプリントの8％）

-13％（vs FY16）FY24：1.7

-10％（vs FY16）FY23：1.8

FY16：2.0 ベースライン

FY30 の目標

FY30までに、製品の廃棄による温室効果ガス（GHG）の絶対排
出量をベースラインとなるFY16と比較して少なくとも30％削減
します。 

-30％（FY16 と比較した
FY30 の目標）
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イケアの大気汚染フットプリント
きれいな空気は、健康的でよりサステナブルな暮
らしに欠かせません。私たちは、イケアの業務と
お客さまの家庭から大気汚染物質を削減するため
に積極的に取り組んでいます。

大気汚染は、世界的にもっとも重要な公衆衛生上の課題の
一つであり、毎年、大勢の人々に影響を及ぼしています。大
気汚染の緩和と気候変動への対処のためのアクションは密接
に関連しています。大気汚染と気候変動、両方が増加するの
は、化石燃料の燃焼など、原因が同じことがよくあります。
総合的な方法で取り組むと、気候変動を緩和するとともに、
空気もよりきれいになります。

イケアのビジネスに起因する大気汚染の影響について、透明
性を確保することの重要性を認識し、イケアのバリューチェー
ン全体で大気汚染を積極的に削減しようと全力で取り組ん
でいます。また、大気汚染に対する情報開示と対処の重要性
について認識を高めたいとも思っています。ほかの企業や組
織も同様に行動し、この非常に重要なトピックへ対策を講じ
ることを期待しています。

FY24 は、引き続き大気汚染アジェンダの策定に取り組みま
した。生産、物流サービス、リテール事業の分野で再生可
能電力への移行を引き続き促進したことで、すべての大気汚
染物質で減少が見られました。原材料と食品原材料の分野
は、合わせると FY24 の排出量の 56％を占めていますが、
デジタル化の遅れから、排出される大気汚染物質のデータは
まだ公表できていません。FY25 には、バリューチェーンのこ
れら 2 つの分野を含めたインベントリを公開したいと思って
います。 

バリューチェーンの全段階にわたる排出の詳細は、付録の 53 ページをご覧ください。

PM2 .5
粒 子 状 物 質、	
≤ 2.5µm

FY16

FY23

FY24

3.9

3.7

ベースライン

+5％（vs FY16）

-5％（vs FY16）

4.1

SO2
二酸化硫黄

FY16 2.7 ベースライン

FY24

FY23 -46％（vs FY16）

-46％（vs FY16）

-3％ （vs FY16）

-9％ （vs FY16）

1.5

1.5

0.6

1.4

FY16

FY23

FY24

NH3
アンモニア

ベースライン

+158%（vs FY16）

+147％（vs FY16）

1.4

NOx
窒素酸化物

FY16 25.4 ベースライン

FY23 24.8

FY24 23.2

NMVOC
非メタン揮発性有
機化合物

FY16 8.3 ベースライン

FY24 11.1 +33％（vs FY16）

FY23 +44％（vs FY16）12.0

イケアのバリューチェーン内で監視される大気汚染物質  - 実績 vs ベースラインの FY16（単位：千トン）

FY24 の大気汚染削減における成果

•	 FY24 は、サイズが 2.5 μ m 以下の粒子状物質
（PM2.5）が FY23と比較して10％減少しました。
これは主に、イケアの生産、リテール事業、そ
の他の業務において再生可能電力の使用量が
増加したためです。

•	 窒素酸化物（NOx）のレベルは FY23 と比較し
て 6％減少しました（FY16% 以降 9% の減少）。
この大気汚染物質の減少で重要な役割を果た
したのが、イケアのバリューチェーン全体での
再生可能電力使用量の増加、世界中のさまざま
な市場の電力供給網での再エネ率アップとイケ
アの照明商品の効率の向上、排出ガスゼロ車両

（ZEV）への移行です。

•	 非 メタン 揮 発 性 有 機 化 合 物（NMVOC） は
FY23 と比較して 8％減少しました。この主な
要因は、バリューチェーンの生産分野の改善で
す。NMVOC は昨年度と比較して 10％の減少
が見られました。この改善の大部分は、このレ
ポートの対象期間に生産量が減少したことに起
因します。
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大気汚染の緩和シナリオ（FY24 ～ FY30）

世界経済フォーラムと Clean Air Fund が主催し、イケア
が創設メンバーである Alliance for Clean Air へのコミッ
トメントの一環として、イケアのバリューチェーンにおけ
る大気汚染の緩和シナリオの策定に取り組んでいます。
このシナリオを通じ、生産、製品輸送＆物流サービス、
イケアのリテール事業＆その他の業務、家庭での製品の
使用、製品の廃棄の各分野における大気汚染物質の排
出量に関する FY30 クライメートロードマップの影響を数
量化することができました。 

インベントリ内には行うべき改善や作業が依然としてあ
りますが、既存の緩和策が大気汚染物質の排出量削減
にプラスの影響をもたらすことはすでに明らかです。 

緩和策の分析から、FY30 までに大気汚染物質の排出量
に次のような影響がもたらされると予測しています。

•	 全体的に見て、対象となるバリューチェーンのあらゆ
る分野で、すべての大気汚染物質の排出量を FY30
までに 50％以上削減できると予測しています。特に、
カーボンブラックは 51％削減、PM2.5 は 58％削減、
PM10 は 59％削減、NMVOC は 57％削減、二酸化
硫黄（SOx）は 69％削減、NOx は 68％削減できる
見込みです。

•	 主な減少は、燃料の燃焼（固定排出源）と輸送で見
られます。 

この緩和シナリオの分析の一環として大気汚染物質の減
少に寄与すると思われる主に取組みには、次のようなも
のがあります。

•	 Inter IKEA Group と Ingka Group が運営するイケア
のリテール市場、および上位 13 のサプライヤー市場
において、FY25 までに再生可能電力使用率 100％を
達成。

•	 FY25 までに、イケア製品の生産に使われる石炭由来
燃料および石油由来燃料をできる限り段階的に廃止。

•	 MEVA Energy のテクノロジーなど、大気汚染物質の
排出が非常に少ない、廃棄木材から電力や熱を現場
で生成する、よりクリーンで新しいテクノロジーに 
投資。

•	 エネルギーと燃料の効率向上策をバリューチェーンの
必要と思われる部分すべてに採用。
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イケアのクライメートロードマップ

イケアのクライメートロードマップは、クライメートトランジションプランに対する
CSRD（企業サステナビリティ報告指令）の要件を満たすための第一歩です。報告要
件が発効されたら、CSRD に準拠したイケアのクライメートトランジションプランを公
開します。
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家庭での製品の使用 -4％

1.5° C 目標に沿ったイケアの気候目標が出発点
に過ぎないことはわかっています。気候目標を
達成するには、イケアのバリューチェーン全体
を変革する必要があります。
 
ネットゼロ目標を策定した際、ビジネスがもたらす結果を
包括的に分析し、まず、FY30 までに絶対排出量を 50％
削減させるという目標を達成するためにイケアのバリュー
チェーン全体で取るべきアクションを特定しました。この
分析は、イケア戦略的サステナビリティ評議会からネット
ゼロ目標の承認を得るために使用されました。

この取組みの結果、FY30 に向けたクライメートロードマッ
プが完成し、バリューチェーンの各部分が取るべきアク
ションが具体的に示され、実施可能な事業計画にそのア
クションが組み込まれました。 

FY30 に向けたクライメートロードマップの中では、私た
ちの主なアクションと課題のほか、私たちのコミットメン
トの達成に役立つ業界や社会の広範なムーブメントにつ
いて詳しく説明しています。私たちは、テクノロジーの進
歩や、材料科学、再生可能エネルギーの採用などの、社
会の幅広いムーブメントの展開を継続的に評価し、FY50
までにイケアのバリューチェーン全体でネットゼロ排出を
達成するためにその道筋を整えていきます。これは進行
中のプロセスです。進捗状況に応じて、ロードマップを適
応させ調整していきます。

FY30 の気候目標達成に向けたプラン

その他 -1％

原材料 -14%

生産 -3％

製品輸送＆物流サービス -1％

イケアリテール事業＆その他の業務 -1％

FY16：2,9701 万トンの CO2 相当量

FY30：1,480 万トンの CO2 相当量

ベースラ
イン

FY24：2,130 万トンの CO2 相当量 -28％（vs FY16）

バリューチェーン全体の FY30 のサブ目標に対する相対的な貢献度の予測

FY30 の目標
ベースラインの FY16 と比較して GHG の
絶対排出量を少なくとも 50％削減。

このグラフは、バリューチェーン全体で絶対排出量を半減させるというFY30 目標を達成するためにイケアのバリュー
チェーンの各部分に設定された目標の相対的な貢献度を、FY24 時点の残存排出量に基づいて示しています。たとえば、
原材料による排出量を 50％削減すると、FY30 までに削減される総排出量の 14％を占めることになります。このグラ
フは、現在有効なプランとデータに基づく予測です。

食品原材料 -1％

FY24 は、イケアの温室効果ガス（GHG）の総排出量のほぼ半分（52％）
を原材料が占め、続いて、家庭での製品の使用（17％）、生産（7％）
となりました。この 3 領域を合計すると、イケアのビジネスにおける
GHG の総排出量のほぼ 76％を占めることになります。
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主な推進要因
私たちは、FY30までにバリューチェーン全体
の排出量を半減させ（ベースラインの FY16と
の比較）、FY50までにカーボンオフセットを
使用しないネットゼロを達成しようと取り組
んでいます。1

 
イケアのバリューチェーン全体で排出量を大幅に削減す
るという私たちのアジェンダは、主に次の 4 つの推進
要因で支えられています。

クライメートフットプリントの少ない原材料や食品原材
料の使用の増加

イケアの目標は次のとおりです。

•	 再生可能またはリサイクルされた原材料のみをイケ
アの商品で使用することを目指します。 

•	 IKEA Food の商品展開で植物由来食品や植物性食
品を増やし、赤身肉を減らします。

•	 今後も、Forest Stewardship Council（森林管理
協議会、FSC）認証木材など、責任ある管理方法
を採用しているサプライヤーから原材料や食品原材
料を調達します。

•	 人間と自然に与える影響を考慮し、クライメートフッ
トプリントが可能な限り少ない原材料を選びます。 
 
 
 

1	カーボンオフセットの使用とは、温室効果ガス（GHG）の排出の根本原因に直接対処するのではなく、別の場所で実施される GHG の削減 / 除去プロジェクトに出資することで排出量を相殺するという仕組みです。

電化や再生可能エネルギー使用率 100％に向けた努力
とエネルギー効率の継続的な改善

イケアのバリューチェーン全体で化石燃料を段階的に
廃止し、再生可能エネルギー使用率 100％（電気、加熱・
冷却、燃料）を目指すことで、気候変動の主要な根本
原因に対処します。この転換を可能にするため、加熱
プロセスと輸送の電化を推進します。また、イケアの
事業とサプライチェーンでエネルギー効率の改善に引
き続き取り組み、お客さまがイケアの商品とサービスを
通じて同じ成果を得られるようにします。

サーキュラービジネスへの移行

私たちはサーキュラービジネス（循環型ビジネス）の実
現を目指します。製品開発の早い段階から再利用、改
修、再製造、リサイクルを念頭に製品をデザインし、
製品寿命を延ばして、廃棄物を可能な限り最小限に抑
えます。これには、社会で商品や原材料の循環フロー
を実現するサービスの提供も含みます。こうすることで、
イケアのフットプリントでもっとも大きな割合を占める、
原材料の抽出や加工の必要性が軽減されます。

サステナブルな選択の促進

健康的でサステナブルなライフスタイルへの移行を促
進し、可能にするための取組みを増やすことで、サス
テナブルな選択肢をできるだけ多くの人々に望ましく、
手ごろで、手の届くものするというイケアの役割を果た
すことができます。また、それは排出量の削減を促す
ことにもなります。さらに、サステナビリティは必ずし
も高価とは限らず、手ごろな価格で実現できることも示
せます。 この取組みの一例としては、植物由来食品や、
植物性食品、省エネ・節水型商品への移行、商品の修
理や再利用による廃棄物の削減を通じたサーキュラー
エコノミーへの参加機会のお客さまへの提供が挙げら
れます。

はじめに  |  イケアのクライメートアジェンダ  |  FY24の進捗の概要  |  イケアのバリューチェーン全体のクライメートフットプリント  |  大気汚染  |  イケアのクライメートロードマップ  |  付録
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FY30 に向けたクライメートロードマップ

原材料

原材料のクライメートフットプリントには、原材料の採取からすべての加工過程およびイケアの一次サプライヤーの出入り口まで
の輸送を含むプロセス合算型 1 のフットプリントが含まれます。一次サプライヤーではイケア製品が製造され、そのフットプリン
トは「生産」に含まれます。イケアの方法について詳しくは、50 ページをご覧ください。

1 プロセス合算型では、工場での原材料入手から製品集荷までの製品ライフサイクルを評価します。

FY30 までに、原材料による GHG の絶対排出量をベースラインの FY16 と比較して 50％削減し、CO2

換算で 1,210 万トン相当から 605 万トン相当に減らすことを目指します。FY24 は、1,100 万トン相当（CO2

換算）に達しました。最初に行ったビジネス結果の包括的な分析では、FY30 までの推定減少率が
-35％と予測されました。つまり、目標値との間に 15％のギャップがあります。この数値は初期の推定
であり、実際のギャップはデータを収集するにつれて明らかになるでしょう。また、アクションプランの
評価や更新も定期的に行っています。こうすることで、イケアのビジネス内で、または業界の幅広いムー
ブメントの結果として誕生した新しい製品や素材の開発およびイノベーションのプロセスで判明した新し
い機会を反映できます。

原材料のフットプリントの複雑な測定にも取り組んでいます。FY25 は、より正確なデータが得られ、進
捗状況や FY30 までに埋める必要のあるギャップが正しく反映されるようになります。FY24 の進捗状況
については、10 ページをご覧ください。

-50%
FY16 と 比 較 し た
FY30 の目標

FY30 の 目 標 と の 推 定
ギャップ：15％

FY24 現在の状況
（CO2 換算で 1,100 万トン）

FY30 の目標

6.05
単位：CO2 百万トン換算

ベースラインの FY16

12.1
単位：CO2 百万トン換算

原材料は FY24 のバリューチェーン全体のク
ライメートフットプリントの 52％を占めます。52%

•	 一次および二次の原材料のトレーサビリティを向上させる必
要性： 進捗状況のより正確な測定を可能にし、生産のあらゆ
る段階における排出量削減の機会を把握するため、サプライ
ヤーと一層緊密に連携し、より質の高い一貫したデータを確
保する必要があります。こうすることで、責任ある調達も確
保され、原材料のトレーサビリティもサポートされます。 

•	 排出量の少ない原材料とテクノロジーの入手可能性と拡張
性： 原材料の排出量を削減できるかどうかは、炭素の少ない
原材料をサプライチェーンで利用でき、全体へ一貫して拡張
できるかどうかによります。その上、革新的で新しい原材料は、
研究開発関連の初期コストが高くなりがちで、供給数も限ら
れるという課題もあります。 

•	 サプライチェーンでの再生可能エネルギーの採用：サプライ
ヤーとの長期にわたる関係をベースに、サプライヤーの気候
目標の設定や再生可能エネルギーへの移行をサポートしてい
ます。原材料のサプライチェーンとのコラボレーション機会を
継続的に強化することが、イケアの気候目標すべてを達成す
る鍵となります。

•	 再生可能な素材やリサイクル素材のみを使用するという
目標の一環として、イケアの製品でリサイクル素材の割合
を大幅に増やします。 

•	 長期にわたって原材料の効率性を重視することで、「より
少ないもので、より多くをなす」を可能にし、原材料の使
用量を減らします。 

•	 調和の取れた外部のカーボンプライシングの採用を提唱：イケアのビジ
ネスは、1.5° C の科学に沿った外部のカーボンプライシングメカニズム
を、必要とされる絶対値での排出量の削減を達成するために政府や EU
が使用する重要なツールだと認識しています。カーボンプライシング政
策が、メカニズムができる限り多くの国ですべての業界に適用され、国
際的に統一されれば、カーボンフットプリントの少ない原材料への移行
が加速すると思われます。

•	 再生可能エネルギーの使用促進と化石燃料の廃止を訴えるための提携：
私たちはほかの組織と提携し、化石燃料を段階的に廃止するために、
政府に対して、規制と政策の調整、再生可能エネルギーへの投資、国
境を越えたコラボレーションを伴う調和の取れた世界規模のコミットメ
ントの採用を働きかけています。これが実現すれば、私たち、そして原
材料のサプライヤーは、再生可能エネルギーの採用を加速することがで
きます。

•	 サーキュラリティを加速させる政策をサポート：国際基準や国境を越え
たサーキュラリティのための統一アプローチの採用を政府に促す呼び掛
けを支援し、廃棄物を資源として再定義し、リサイクルインフラのさら
なる開発をサポートします。このようなムーブメントは、障壁の削減や
撤廃に役立ち、リサイクル素材の採用や商品および原材料の長期使用
を促進させます。 

•	 業界間のコラボレーションで原材料のイノベーションを拡大： 新しい原
材料やテクノロジーの多くは、研究段階にあるか、規模の拡大が必要で
す。そのため、他の企業やサプライヤーと連携して、迅速に導入可能な
原材料のイノベーションやソリューションを促進させる機会があると考え
ています。コラボレーションや連携は、機会を創出し、イノベーション
のコストを共有するために必要です。 

排出量削減のための主なアクション  （詳しくは、次のページをご覧ください）

私たちが取り組んでいる課題 進行を加速させるコラボレーションの機会

•	 可能な限り、デザイン段階でクライメートフットプリントの小
さい素材を開発および選択します。

•	 原材料のサプライチェーンにおいて、再生可能エネルギーの
使用率を高めます。  

•	 責任ある林業および農業の管理慣行を強化して広めます。 

はじめに  |  イケアのクライメートアジェンダ  |  FY24の進捗の概要  |  イケアのバリューチェーン全体のクライメートフットプリント  |  大気汚染  |  イケアのクライメートロードマップ  |  付録
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原材料による GHG の排出量削減のための主なアクション 

金属

金属はリサイクル可能で、イケア製品の固定具や調
理器具に欠かせませんが、原材料の相対的なクラ
イメートフットプリントにおいて最大の割合を占め
ます。

 

GHG の排出量削減のための主なアクション

•	 スチールやアルミニウムのリサイクル含有量を増
やします。 

•	 金属をより賢い方法で使用し、原材料の効率を
高めます。たとえば、少ない使用量で同じ特性
を達成できる高強度スチールを選びます。

•	 適切な用途に適切な材料を使います。 たとえば、
濡れることや食品との接触がない場合は、ステ
ンレススチールの代わりにカーボンスチールを
使います。

•	 新しいスチール生産技術を探し、排出量の少な
いスチールを実現します。

木材

木材は、イケアの商品展開でもっとも広く使わ
れている原材料で、私たちのアイデンティティで
あり、スウェーデンの伝統です。パーティクルボー
ド、ファイバーボード、無垢材、積層材、突き
板などの種類があります。

GHG の排出量削減のための主なアクション

•	 木材部品や繊維の結合に使う接着剤を、化
石原料ベースのもの（現在、イケア全体のク
ライメートフットプリントの約 5％を占めてい
ます）から、バイオ接着剤などのクライメー
トフットプリントの少ないものに切り替え 
ます。

•	 板材の生産における再生可能エネルギーの
使用を継続的に増やします。

•	 高収率のコーティング剤、被覆剤、接着剤、
プロセスによるリソースの効率化に重点を置
き、廃棄物を最小限に抑え、エネルギー消費
を削減して、排出量を減少させます。

テキスタイルとコンフォート製品用素材

テキスタイルとコンフォート製品用素材には、ベッ
ドテキスタイルや、カーテン、ラグ、タオルなど
の家のあらゆる場所で使用するテキスタイルと、
ソファやマットレスに使われるフォームなどのプラ
スチック由来のコンフォート製品用素材が含まれ
ます。

GHG の排出量削減のための主なアクション

•	 ポリウレタンフォームの使用を減らします。 

•	 リサイクル繊維の可能性を最大限に引き出し
ます（FY30 までにイケアの商品展開で使われ
る綿の 30％以上をリサイクル綿にすること、
FY25 までに化石燃料由来のバージン原料でつ
くったポリエステルの使用を技術的に可能な
限りゼロにすることを目指します）。  

•	 代替原材料として、バージン綿と比較してクラ
イメートフットプリントの少ない、ジュート、
亜麻、ヘンプ、リヨセル、ビスコースなどの天
然繊維や合成繊維の使用を増やします。

紙

紙は、イケアのビジネス全体を通じ、数多くの
方法で使用されています。パッケージやプライ
スタグの素材としてだけでなく、ペーパーフォイ
ル、ランプシェード、整理整頓用品などの商品
にも使われています。

GHG の排出量削減のための主なアクション

•	 再生可能な原材料とリサイクル原材料の組み
合わせを最適化します。

•	 CO2 フットプリントの少ない製紙 工場とボ
リュームを統合します。 

•	 イノベーションのため、戦略的パートナーと
ともに研究開発へ投資します。 

プラスチック

プラスチックは、家具や電子機器から固定具や梱
包材まで、イケア製品のいたる所に使用されてい
ます。

GHG の排出量削減のための主なアクション

•	 リサイクル素材の使用を最大限まで増やしま
す。リサイクルされたポストコンシューマー原
材料の割合を高めます。 

•	 リサイクル原材料が適さない場合（たとえば原
材料が、食品や、ベビーベッドのような高リス
クの子ども用製品と接触する場合）、ギャップ
を埋めるため、再生可能ベースの原材料を使
用します。

•	 FY30 までにイケア商品における化石燃料由来
のバージン原材料をゼロにすることを目指し 
ます。

•	 パッケージと商品に使われるプラスチックを紙
に移行します。 

 FY24 の進捗状況については、12 ページをご覧
ください。

 FY24 の進捗状況については、11 ページをご覧
ください。

 FY24 の進捗状況については、13 ページをご覧
ください。

 FY24 の進捗状況については、14 ページをご覧
ください。

イケアのビジネスで現在使用されている 5 種類の原材料、木材、金属、テキスタイルとコンフォート製品用素材、プラスチック、紙の GHG 排出量は最大の割合を占め、合計で 91％ 
（10 ページ）に上ります。これらの原材料に重点を置くと、もっとも効果的に削減できます。
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FY30 に向けたクライメートロードマップ

食品原材料

食品原材料のクライメートフットプリントは、原材料の抽出から、すべての処理段階、食品製造工場への輸送までを含む、原材
料と同様のプロセス合算型 1 の方法で計算されます。イケアの方法について詳しくは、50 ページをご覧ください。

1 プロセス合算型では、工場での原材料入手から製品集荷までの製品ライフサイクルを評価します。

FY30 までに、食品原材料による GHG の絶対排出量をベースラインの FY16 と比較して 50％削減し、
CO2 換算で 90 万トン相当から 45 万トン相当に減らすことを目指します。FY24 は、80 万トン相当（CO2

換算）に達しました。最初に行ったビジネス結果の包括的な分析では、FY30 までの推定減少率が
-38％と予測されました。つまり、目標値との間に 12％のギャップがあります。この数値は初期の推定で
あり、実際のギャップはデータを収集するにつれて明らかになるでしょう。また、アクションプランの評
価や更新も定期的に行っています。こうすることで、イケアのビジネス内で、または業界の幅広いムーブ
メントの結果として誕生した新しい生産プロセスや食品原材料のイノベーションを展開し活用する中で
特定した新しい機会を反映できます。FY24 の進捗状況については、15 ページをご覧ください。

-50%
FY16 と 比 較 し た
FY30 の目標

FY30 の 目 標 と の 推 定
ギャップ：12％

FY24 現在の状況
（CO2 換算で 80 万トン）

FY30 の目標

0.45
単位：CO2 百万トン換算

ベースラインの FY16

0.9
単位：CO2 百万トン換算

食品原材料は FY24 のバリュー
チェーン全体のクライメートフッ
トプリントの 4％を占めます。

•	 排出量フットプリントの少ない食品原材料の割合を増やし
ます（例：赤身肉を減らし、植物由来食品や植物性食品
を増やす）。

•	 FY25 までに、豆、パーム油、牛肉、カカオ豆、サトウキ
ビをはじめとした食品原材料の森林破壊のない調達を確
保するための取組みを続けます。2

•	 排出量フットプリントの少ない食品の選択を消費者に促す
とともに、選択できるようにします。たとえば、フランチャ
イジーと協力し、手ごろ感を重視して、より多くのお客さ
まに植物性食品を選んでもらえるようにします。

•	 従来の農法から、再生農業などの責任ある農業慣行への
移行に着手し、土壌の健康を向上させて、炭素隔離や生
物多様性を促進させます。

•	 イケアのバリューチェーン全体で食品廃棄物を削減し 
ます。

•	 食品原材料の原産地までのトレーサビリティを向上させる必要性： 
進捗状況のより正確な測定を可能にし、責任ある調達を確実にし
て、生産のあらゆる段階における排出量削減の機会を把握するた
め、サプライヤーと一層緊密に連携し、より質の高い一貫したデー
タを確保する必要があります。これには、食品原材料のトレーサビ
リティの向上や、調達レベルでの食品廃棄物や食品ロスへの対処
が含まれます。

•	 より責任のある農業慣行を普及させる能力：  再生農業など、より
責任ある農業慣行への移行は、普及に時間のかかる課題です。私
たちは、この移行をサポートし、農家の暮らしを守るためのサプラ
イヤーとのつながり方を模索しています。 

•	 お客さまの食生活のシフト：私たちは、炭素の少ない商品をより手
ごろな価格で利用しやすいものにすると同時に、食品の選択が環
境や健康にもたらす影響に対するお客さまの意識を高めようと取り
組んでいます。しかし、肉や乳製品などの排出量の多い食品を好
む食習慣や嗜好が深く根付いており、この課題は長期戦になりま
す。イケアは、意識の向上と低炭素でおいしい代替食品の提供を
続けることで、この課題に対処することを目指します。

•	 イノベーションに関わる継続的なコラボレーションとパートナー
シップ：イケアは、代替タンパク質のためのスケーラブルなソリュー
ションの構築、再生型農法と革新的な食品の開発を目的に、業界
の関係者や革新的なスタートアップ企業と協働する機会を模索して
います。

•	 再生農業のための資金調達をサポートする政策：パートナーと協力
して、政府に対し、イノベーションや、教育、研究を奨励すると同
時に、 有害で工業化された農業慣行に対する助成金も削減する、
総合的な農業政策の実施を提唱しています。このようなムーブメン
トが、再生農業の採用や移行を業界規模で加速させ、イケアが食
品原材料を調達している農家での再生農業の採用を促します。

GHG の排出量削減のための主なアクション

私たちが取り組んでいる課題 進行を加速させるコラボレーションの機会

4%

2 イケアは目標日を 2025 年 12 月 31 日に定めて、森林破壊につながる一次産品（大
豆、パーム油、牛肉、皮革、コーヒー、ココア、ゴム、サトウキビ）を使用する商
品を森林破壊にも森林劣化にも関与しない商品にするべく取り組んでいます。イケ
ア製品で使用される木材はすべて、責任を持って管理され、森林破壊のリスクを
排除した森林から調達します。European Union Deforestation-free Regulation

（EUDR：欧州森林破壊防止規則）の対象となる商品および製品は、対応するタイ
ムラインに合わせなくてはなりません。
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FY30 に向けたクライメートロードマップ

生産

生産のクライメートフットプリントは、イケアのホームファニッシング、食品、部品、印刷媒体を生産するサプライチェーンの最
終段階です。生産には、イケアが所有し IKEA Industry が運営する工場と、IKEA Components の梱包部門と配送部門も含ま
れています。イケアの方法について詳しくは、50 ページをご覧ください。

FY30 までに、生産における GHG の絶対排出量をベースラインの FY16 と比較して 80％削減し、CO2

換算で 370 万トン相当から 74 万トン相当に減らすことを目指します。FY24 は、150 万トン相当（CO2

換算）に達しました。FY24 の進捗状況については、17 ページをご覧ください。

-80%
FY16 と 比 較 し た
FY30 の目標

FY24 現在の状況
（CO2 換算で 150 万トン）

FY30 の目標

0.74
単位： 

CO2 百万トン換算

ベースラインの FY16

3.7
単位：CO2 百万トン換算

生産は、FY24 のバリューチェー
ン全体のクライメートフットプリ
ントの 7％を占めます。7%

•	 FY27 までに残り 7 カ所のサプライヤー工場における現場
での石炭使用の段階的廃止を完了し、FY30 までに現場
外での石炭使用の段階的廃止も完了する方向で取り組み
ます。

•	 サプライヤー工場における現場での再生可能エネルギー
の生成と消費を促進およびサポートします。

•	 FY25 までに、イケアの調達市場の中で電力消費の多い
上位 13 市場（生産全体の電力消費の 90％を占める）に
おいて再生可能電力の使用率 100％を達成します。

•	 生産工程、加熱、社内運搬の電化を加速させます。可能
な限り、電力ボイラーやヒートポンプの導入を増やす方向
で進んでいます。

•	 能力開発とテクノロジーを通じて、エネルギー効率の向
上に引き続き取り組みます。

•	 電力購入契約（PPA）インフラを拡大する必要性： 現在、イケアの調
達市場の多くで PPA インフラの確保が課題になっています。PPA を
利用できない場所では、エネルギー属性証明書（EAC）を暫定的に
使用しています。 PPA は新しい再生可能エネルギープロジェクトに資
金を直接提供して促進するため、一般に EAC よりも優れています。
PPA により、追加性 1 が確保され、温室効果ガス排出量の実際の削減
がより効果的に促されます。 

•	 暫定的な解決策としてのバイオマスから撤退：南アジアにあるイケア
の調達国では、責任ある方法で調達されたバイオマス（農業廃棄物
など）が、入手可能な唯一の暫定燃料であると判明しています。バイ
オマスは、化石燃料の段階的廃止というイケアの目標はサポートしま
すが、大気汚染を悪化させる可能性があります。この課題を解決する
ため、ほかの代替燃料を模索し続けます。

1	排出量の削減や保全効果など、環境的または社会的メリットがプロジェクトから直接
得られ、それがそのプロジェクト以外では実現しなかったと思われることを示す理念。

•	 再生可能エネルギーの使用促進と化石燃料の廃止を訴えるため
の提携：私たちはほかの組織と提携し、化石燃料を段階的に廃
止するために、政府に対して、規制と政策の調整、再生可能エネ
ルギーへの投資、国境を越えたコラボレーションを伴う調和の取
れた世界規模のコミットメントの採用を働きかけています。特に
PPA インフラの改善や電力供給網の拡大を通じた再生可能エネ
ルギーの採用を提唱することは、イケアとイケアのサプライヤー
にとって生産に関わる排出量の削減のサポートになります。

•	 再生可能エネルギーやプロセスイノベーションのソリューション
を普及させるためのコラボレーション：引き続き、業界のステー
クホルダーやテクノロジープロバイダーとの連携を強め、再生可
能エネルギーソリューションや、電化テクノロジー（例：ヒートポ
ンプ）、実行可能なカスタムメイドの再生可能エネルギーソリュー
ション（例：南アジアのテキスタイル生産など、再生可能エネルギー
の利用が限られている、エネルギー需要の大きい業界や地域向
け）の開発と普及を加速させます。

GHG の排出量削減のための主なアクション

私たちが取り組んでいる課題 進行を加速させるコラボレーションの機会

FY30 目標を達成できると
予想しています
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FY30 に向けたクライメートロードマップ

製品輸送＆物流サービス 

製品輸送のクライメートフットプリントは、イケアのサプライチェーンの業務、IKEA Industry、IKEA Components、および
IKEA Marketing & Communication に管理されている輸送として測定されます。基本的に製品輸送とは、一次サプライヤー
からイケアの各部門までのすべての製品輸送と、イケアの各部門間の製品輸送です。イケアの方法について詳しくは、50 ページ
をご覧ください。

FY30 までに、製品輸送＆物流サービスにおける GHG の絶対排出量をベースラインの FY16 と
比較して 50％削減し、CO2 換算で 150 万トン相当から 75 万トン相当に減らすことを目指します。
FY24 は、110 万トン相当（CO2 換算）に達しました。FY24 の進捗状況については、20 ペー
ジをご覧ください。

-50%
FY17 と 比 較 し た
FY30 の目標

FY24 現在の状況
（CO2 換算で 110 万トン）

FY30 の目標

0.75
単位：CO2 百万トン換算

ベースラインの FY16

1.5
単位：CO2 百万トン換算

製品輸送と物流サービスは、FY24
のバリューチェーン全体のクライメー
トフットプリントの 5％を占めます。5%

•	 サービスプロバイダーと協力して、エネルギーや燃料の
消費量を減らし、設備稼働率を増やして、輸送網を最
適化します。

•	 引き続き、インターモーダル輸送ソリューションの割合
を増やします。

•	 短期的にはバイオ燃料を展開しつつ、排出ガスゼロソ
リューションに移行します。

•	 2025 年までに、すべての物流サービスユニットで再生
可能電力の使用率を 100％にし、2030 年までに再生
可能エネルギー使用率 100％にします。

•	 革新的な工夫や新しい種類のコラボレーションをイケ
アのバリューチェーンに取り入れます。

•	 インフラの拡充の必要性：排出ガスゼロソリューションへの移行
をサポートするため、電気自動車（EV）の充電設備を増やそうと
取り組んでいます。それでも、このインフラの拡大、容量の大き
い電力供給網の確保、再生可能エネルギーの調達という課題が
解消されることはありません。

•	 海上輸送用の排出ガスゼロソリューションの入手可能性：現在、
海上輸送用排出ガスゼロソリューションの開発と導入の機会は、
世界中で限られています。イケアは、革新的なパートナーシップ
を通じてこの課題に取り組み、排出ガスを低減またはゼロにする
テクノロジーの調査と導入を進めています。

•	 GHG 排出量の透明性と可視化：環境への影響を効果的に監視し
報告するには、サプライヤーとより一層緊密に連携し、輸送手段
に関する正確で信頼できるプライマリデータを確保する必要があ
ります。

•	 イノベーションを加速させるコラボレーションプロジェクト：ほかの民間・
公共セクターとの革新的な共同プロジェクトへ積極的に参加し、EV の
充電インフラや緑の回廊の開発を加速させています。

•	 暫定的な措置としてブック＆クレームシステム 1 を採用： 排出ガスゼロの
船舶や燃料が広く普及するまでの間、ブック＆クレームシステムは海運
業界にとって必要な短期的措置と考えています。私たちは、GHG プロト
コルの Actions and Market Instruments 作業部会の成果に期待を寄
せています。その成果で、ネットゼロ戦略におけるブック＆クレームなど
の市場ベースメカニズムの役割が明確に示されると思われるためです。
このアプローチを採用することで、私たちは排出ガスの少ない燃料や排
出ガスゼロの燃料へ向けた市場の準備を加速させる強力な需要シグナ
ルを生み出すことができるのです。

•	 サービスプロバイダーの水平型コラボレーション： サービスプロバイ
ダーの水平型コラボレーションは、輸送ネットワークの利用を最適化す
るために欠かせません。これにより、ロジスティクス業務の効率性とサ
ステナビリティが向上します。私たちは、さまざまな配送業者やロジス
ティクス会社などのステークホルダーと連携してリソースや情報を共有
するという現在の取組みを拡大する機会と捉えています。実現すれば、
積載効率を向上させ、空車回送を減らし、ルート計画を改善することが
でき、最終的には GHG 排出量と運営コストの削減につながります。

•	 鉄道網、キャパシティ、サービスレベルの改善：運輸ロジスティクスの
効率性とサステナビリティを向上させるには、鉄道網、キャパシティ、サー
ビスレベルの改善が不可欠です。イケアは、政府機関などのステークホ
ルダーグループと協力し、鉄道インフラの改善を呼び掛けています。信
頼性が高く、キャパシティの大きい輸送手段となる鉄道インフラは、カー
ボンフットプリントが多くなりがちな道路輸送への依存の軽減につなが
るためです。

1	ブック＆クレームシステムは、 登録簿で取引を追跡および記録することで、実際の商品を
物理的に移動させずに、再生可能エネルギーやリサイクル素材のような属性の所有権の
移動を証明するために使われる方法です。

GHG の排出量削減のための主なアクション

私たちが取り組んでいる課題

進行を加速させるコラボレーションの機会

FY30 目標を達成できると
予想しています
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FY30 に向けたクライメートロードマップ

イケアのリテール事業＆その他の業務

イケアのリテール事業＆その他の業務のクライメートフットプリントは、Inter IKEA Group によるイケアの全業務（店舗、倉庫、オフィ
スなど）と、各フランチャイジーによるイケアのリテール事業を対象にしています。これには、イケアが所有し IKEA Industry が運営
する工場と、IKEA Components のパッケージ（梱包）部門と配送部門は含まれていません。これらは生産で報告されているためです。
イケアの方法について詳しくは、50 ページをご覧ください。

FY30 までに、イケアのリテール事業＆その他の業務における GHG の絶対排出量をベースラインの
FY16 と比較して 80％削減し、CO2 換算で 64 万トン相当から 12 万 8,000 トン相当に減らすことを目指
します。FY24 は、42 万トン相当（CO2 換算）に達しました。最初に行ったビジネス結果の包括的な分
析では、FY30 までの推定減少率が -65％と予測されました。つまり、目標値との間に 15％のギャップ
があります。この数値は初期の推定であり、実際のギャップはデータを収集するにつれて明らかになる
でしょう。また、アクションプランの評価と更新も定期的に行い、再生可能エネルギーの採用を広げる
新たな機会を反映しています。FY24 の進捗状況については、23 ページをご覧ください。

イケアのリテール事業＆その他の業務
は、FY24 のバリューチェーン全体のク
ライメートフットプリントの 2％を占め
ます。

•	 再生可能電力や、加熱、冷却、輸送燃料の再生可能な資
源などの再生可能エネルギーの割合を引き続き増やし 
ます。

•	 FY25 までに、Inter IKEA による業務と Ingka Group に
よるイケアのリテール業務において再生可能電力使用率
100％を達成します。

•	 そのほかのフランチャイジー市場すべてでは、FY30 まで
に再生可能電力使用率 100％達成を目指します。

•	 加熱・冷却プロセスの電化を引き続き進め、天然ガスへ
の依存から完全に脱却します。

•	 地球温暖化係数（GWP）の低い冷媒へ移行します。

•	 電力購入契約（PPA）インフラを拡大する必要性： 現在、イケア
のリテール市場の多くで PPA インフラの確保が課題になっていま
す。PPA を利用できない場所では、エネルギー属性証明書（EAC）
を暫定的に使用しています。ところが、現在、香港や、カタール、バー
レーンなどのいくつかのリテール市場では、EAC さえ利用できない、
または信頼できない状態です。

•	 リテールが直面している経済的課題：EAC の運用コストの増加を
管理するための戦略や、高額な設備投資費、屋根に取り付けた太
陽光発電設備の投資回収期間の長さなど、イケアのリテール市場
が直面している経済的課題を解決しようと取り組んでいます。

•	 再生可能エネルギーの使用促進と化石燃料の廃止を訴えるため
の提携：私たちはほかの組織と提携し、化石燃料の段階的廃止
と再生可能エネルギーの使用促進のために、政府に対して、規
制と政策の調整、再生可能エネルギーへの投資、国境を越えた
コラボレーションを伴う調和の取れた世界規模のコミットメント
の採用を働きかけています。リテールなどの業務にとって、PPA
インフラの改善や電力供給網の拡大を提唱することは、再生可
能電力の使用が現在限られている市場（サウジアラビア、インド
ネシア、UAE など）において特に重要になるでしょう。

GHG の排出量削減のための主なアクション

私たちが取り組んでいる課題 進行を加速させるコラボレーションの機会-80%
FY16 と 比 較 し た
FY30 の目標

FY24 現在の状況
（CO2 換算で 42 万トン）

FY30 の 目 標 と の 推 定
ギャップ：15％

FY30 の目標

0.12
単位： 

CO2 百万トン換算

ベースラインの FY16

0.64
単位：CO2 百万トン換算
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FY30 に向けたクライメートロードマップ

コワーカーの通勤＆出張

コワーカーの通勤によるクライメートフットプリントは、Inter IKEA Group および Ingka グループによるイケアのリテール事
業の店舗、工場、オフィスに通勤するコワーカーを対象にしています。出張のクライメートフットプリントには、空路、鉄道、
公共交通機関、レンタルカー、自家用車、タクシー、宿泊など、出張のあらゆる面が含まれます。イケアの方法について詳し
くは、50 ページをご覧ください。

FY30 までに、コワーカーの通勤＆出張による GHG の絶対排出量をベースラインの FY16 と比較して
50％削減し、CO2 換算で 50 万トン相当から 25 万トン相当に減らすことを目指します。FY24 は、44
万トン相当（CO2 換算）に達しました。FY24 の進捗状況については、24 ページをご覧ください。 

コワーカーの通勤＆出張は、FY24 のバ
リューチェーン全体のクライメートフット
プリントの 2％を占めます。

•	 コワーカーに対し、公共交通機関や、自転車、EV など、
排出量の少ない通勤手段の選択を促すとともに、選択で
きるようにします。

•	 不必要な出張を最小限に抑えます。

•	 日帰り出張での短距離飛行を制限します。

•	 イケアのオフィスに勤務するコワーカーを対象に、ハイブ
リッドワークモデルを支援します。

•	 コワーカーによる低排出量の通勤手段の採用を増やす必要性：排
出量を削減するため、コワーカーが排出量の少ない通勤手段を選
択するきっかけとなる、プログラムやインセンティブ、意識向上キャ
ンペーンやトレーニングキャンペーンを引き続き実施する必要があ
ります。これは、排出量の削減につながるだけでなく、コワーカー
に根付くサステナビリティの文化をサポートすることにもなります。

•	 通勤パターンや出張データへのアクセス：通勤パターンや出張デー
タをモニタリングして分析する高度なツールやシステムを利用する
と、インパクトの大きいエリアを特定したり、導入した対策の効果
を評価したりすることが可能になります。この分野の能力を引き続
き構築し、排出量の少ない通勤と出張の実践を拡大させる取組み
を継続的に改善できるようにする必要があります。

•	 信頼できるデジタルインフラとコラボレーションツール：信頼でき
るデジタルインフラとコラボレーションツールの開発と導入を続け
ることで、リモートワークやオンラインミーティングをサポートし、
通勤や出張の必要性を減らす必要があります。

GHG の排出量削減のための主なアクション

私たちが取り組んでいる課題

•	 公共交通機関の改善に向けたコラボレーション：コワーカーのた
めに信頼性が高くサステナブルな通勤手段を実現し、交通渋滞を
緩和して、排出量を削減するため、地元の自治体や組織と連携して、
EV の充電ポイントの設置など、公共交通網やインフラの強化に継
続的に取り組みます。

進行を加速させるコラボレーションの機会

-50%
FY16 と 比 較 し た
FY30 の目標

FY24 現在の状況
（CO2 換算で 44 万トン）

FY30 の目標

0.25
単位：CO2 百万トン換算

ベースラインの FY16

0.50
単位：CO2 百万トン換算

FY30 目標を達成できると
予想しています
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FY30 に向けたクライメートロードマップ

配送サービス

配送サービスによるクライメートフットプリントには、イケアのディストリビューションセンター（DC）や店舗からお客さまの自
宅まで商品を配送する際に排出されるガスが含まれます。イケアの方法について詳しくは、50 ページをご覧ください。

お客さまの来店および配送サービスは、
FY24 のバリューチェーン全体のクライメー
トフットプリントの 1％を占めます。

-30%
FY16 と 比 較 し た
FY30 の目標

FY24 現在の状況
（CO2 換算で 30 万トン）

FY30 の 目 標 と の 推 定
ギャップ：7％

FY30 の目標

0.14
単位：CO2 百万トン換算

ベースラインの FY16

0.2
単位：CO2 百万トン換算

•	 Inter IKEA Group と Ingka グループのイケアのリテー
ル市場を皮切りに、お客さまへの配送やサービス提供に
おいて、電気自動車（EV）やそのほかの排出量ゼロソ
リューションの使用率 100％を目指します。

•	 フランチャイジーが自社の業務や EV の充電のために再
生可能電力を確保できるよう導きます。 

•	 配送サービス用 EV の入手可能性：EV への移行が配送サービスの
排出量削減の鍵となります。私たちは、配送サービス用の EV と充
電インフラの供給確保と増加に取り組んでいますが、十分に入手
できないという課題が依然として残っています。

•	 配送サービスのための効率的なルート計画とロジスティクスの最
適化： リアルタイムのデータ分析をサポートするテクノロジーを引
き続き採用し、移動距離を最小限に抑え、配送効率を最大限に高
める必要があります。 

•	 再生可能電力の利用：排出量を削減するため、EV の充電には再生
可能電力を使う必要があります。ところが、一部のイケアのリテー
ル市場では、再生可能電力を確実に利用できるようにすることが
困難です。この課題に対処するため、配送サービスをサポートする
ほかの排出ガスゼロソリューションを特定しようと取り組んでい 
ます。

•	 EV や充電インフラを普及させるためのコラボレーション：EV の普
及や EV 充電インフラの開発の加速を目指し、政府機関、公共サー
ビスのプロバイダー、民間企業とのパートナーシップやイニシアチ
ブに加わる機会を模索しています。

•	 EV や排出ガスゼロソリューションのための再生可能電力を提唱：
再生可能電力の利用が困難な市場にある障壁を打破するため、外
部ステークホルダーや、再生可能エネルギーのプロバイダー、政策
の提唱者とのパートナーシップを模索する機会があると考えていま
す。協力して取り組むことで、配送サービスに適した代替の排出ガ
スゼロソリューションを特定して導入し、再生可能エネルギー政策
を支持するフランチャイジーをサポートすることを目指します。

GHG の排出量削減のための主なアクション

私たちが取り組んでいる課題 進行を加速させるコラボレーションの機会

FY30 までに、配送サービスにおける GHG の絶対排出量をベースラインの FY16 と比較して 30％削
減し、CO2 換算で 20 万トン相当から 14 万トン相当に減らすことを目指します。FY24 は、ベースライ
ンの FY16 と比較して増加し、CO2 換算で 30 万トン相当でした。これは、オンラインで購入するお客
さまが増えたためです。その結果として、ベースラインの年以降に配送サービスおよび関連する排出
量が偏って増加してしまいました。FY24 の進捗状況については、25 ページをご覧ください。
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FY30 に向けたクライメートロードマップ

家庭での製品の使用

家庭での製品の使用のクライメートフットプリントは、イケアの照明や、家庭用設備機器、家電の家でのエネルギー消費や、キャ
ンドルの燃焼に基づいています。イケアの方法について詳しくは、50 ページをご覧ください。

FY30 までに、家庭での製品の使用による GHG の絶対排出量をベースラインの FY16 と比較して 70％
削減し、CO2 換算で 800 万トン相当から 240 万トン相当に減らすことを目指します。FY24 は、370 万ト
ン相当（CO2 換算）に達しました。FY24 の進捗状況については、26 ページをご覧ください。

家 庭での製 品の 使 用は、FY24 のバ
リューチェーン全体のクライメートフット
プリントの 17％を占めます。17%

•	 引き続き、照明商品のエネルギー効率の向上に取り組み
ます（人気の電球シリーズ SOLHETTA/ ソールヘッタでは、
エネルギー効率を現在と比較して 1.5 倍高めることを目指
します）。

•	 オーブン、レンジフード、冷蔵庫、冷凍庫のエネルギー効
率の 10％向上を目指します。

•	 FY30 までに、キャンドルに使用される化石燃料由来のパ
ラフィンを段階的に廃止します。

•	 商品のエネルギー効率の継続的な向上：現在、照明商品やキッチン設
備機器などのエネルギー性能を最適化するため、最先端のテクノロジー
やイノベーションの採用に重点を置いて取り組んでいます。しかし、商
品の効率を継続的に向上させると、テクノロジーの進化に対するリター
ンが減少するという課題が依然としてあります。つまり、改善するたび
に次回の改善の達成がより難しく、より複雑に、より高価になります。 

•	 進化する規制基準や業界のベンチマークへの対応：エネルギー消費に
対する規制基準や業界のベンチマークの進化に積極的に対応しています
が、この変化のペースについていくことが困難な場合もあります。

•	 お客さまによるエネルギー効率の高い商品の選択と正しい使用：エネル
ギー効率の高い商品の選択を消費者に促し、正しく使用してもらうこと
が、商品の環境面のメリットを最大限に引き出すために重要です。私た
ちは、エネルギー効率に優れたイケアのソリューションをお客さまが最
大限に活用できるよう全力で支援します。

GHG の排出量削減のための主なアクション

私たちが取り組んでいる課題

•	 サプライヤーとの強力なパートナーシップ：サプライヤーと強力
なパートナーシップを構築し、製品のエネルギー効率を効果的
に向上させるために欠かせない、責任ある調達先から仕入れる
素材や部品を確保するため、引き続き連携していきます。 

•	 イケア商品を販売するすべての市場で再生可能エネルギーの普
及を提唱：お客さまは、地元の市場で提供される電力に大きく依
存してイケアの照明や設備機器などに電力を使用しています。イ
ケアは、他社と積極的に連携して再生可能エネルギーの導入を
提唱することで、電力供給網における再生可能エネルギーの増
加をサポートする政策に影響を与えることを目指します。こうす
ることが、家庭での製品の使用による排出量フットプリントの削
減につながります。

進行を加速させるコラボレーションの機会

-70%
FY16 と 比 較 し た
FY30 の目標

FY30 の目標

2.4
単位：CO2 百万トン換算

ベースラインの FY16

8.0
単位：CO2 百万トン換算

FY24 現在の状況
370 万トン（CO2 換算）

FY30 目標を達成できると
予想しています
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FY30 に向けたクライメートロードマップ

製品の廃棄

•	 サーキュラーデザインの原則を使用して、長持ちするとと
もに、修理しやすく、最終段階で素材をリサイクルしやす
い製品にします。

•	 お客さまが使用した商品を改修のために持ち込んだり、
リユースのために他者に譲渡したりできるように、不用品
引取りやリサイクルのための既存のプログラムを拡張し、
新しいプログラムを模索します。

•	 お客さまがスペアパーツをさらに入手しやすくなるよう引
き続き取り組み、イケア製品の寿命を延ばします。

製品の廃棄のクライメートフットプリントは、イケア商品のライフサイクルの最終段階である廃棄またはリサイクル中に排出され
るガス量に基づきます。イケアの方法について詳しくは、50 ページをご覧ください。

GHG の排出量削減のための主なアクション

FY30 までに、製品の廃棄による GHG の絶対排出量をベースラインの FY16 と比較して 30％削減し、
CO2 換算で 200 万トン相当から 140 万トン相当に減らすことを目指します。FY24 は、170 万トン相当（CO2

換算）に達しました。FY24 の進捗状況については、28 ページをご覧ください。

製品の廃棄は、FY24 のバリューチェー
ン全体のクライメートフットプリント
の 8％を占めます。

8%

•	 リサイクル技術のイノベーション：イノベーションの促進は、リサ
イクルの限界を越えるために欠かせません。現在は、既存の高度
な技術を活用して、素材の品質の回復、よりよい状態の素材の特
定と分離のための分別技術の向上、染料や難燃剤などの添加物を
取り除く方法の開発をサポートしています。しかし、この分野でさ
らなるイノベーションがあれば、私たちはもっと速く前進できると
思われます。

•	 商品のお手入れや廃棄に関するプログラムでお客さまの意識を向
上： 商品のお手入れ、修理、寿命を迎えた商品の引き取りのプロ
グラムについて、お客さまに興味を持ってもらい、利用できるよう
にする取組みは、非常に重要です。イケアでは、提供するプロク
ラムやソリューションの拡張に常に取り組んでいます。明確なガイ
ダンスやサポートの提供が、お客さまの商品を長持ちさせ、責任あ
る処分やリサイクルを促進して、サーキュラーエコノミー（循環型
経済）のさらなる推進につながるのです。 

私たちが取り組んでいる課題

•	 廃棄物管理インフラのさらなるサポートに向けた連携： サーキュ
ラーループの効率を向上させるためには、廃棄物の収集、分別、
処理のインフラなど、強固な廃棄物管理体制を早急に整える必要
があります。私たちは、複数のセクターにわたるステークホルダー
グループと協力して、そのようなシステムを強化し、よりサステナ
ブルな商品廃棄プロセスをサポートしています。

•	 サーキュラーエコノミー政策の動向をサポート：国際基準や、国境
を越えたサーキュラリティのための統一アプローチの採用を政府
に求める活動に賛同し、廃棄物を資源として再定義して、リサイク
ルインフラのさらなる開発をサポートします。

進行を加速させるコラボレーションの機会

-30%
FY16 と 比 較 し た
FY30 の目標

FY24 現在の状況
（CO2 換算で 170 万トン）

FY30 の目標

1.4
単位：CO2 百万トン換算

ベースラインの FY16

2.0
単位：CO2 百万トン換算

FY30 目標を達成できると
予想しています
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FY30 に向けたクライメートロードマップ

進行を加速させる広範な社会ムーブメント
私たちはイケアのビジネスを通じ、社会にポジ
ティブな変化をもたらすよい手本になる特別な
機会を得ています。よい手本になるとは、イケ
アのビジネスのあらゆる側面を批判的に見て、
バリューチェーン全体のステークホルダーと連
携して障壁を取り除き、課題のソリューション
を見つけるということです。 
 
イケアのロードマップでは、私たちの課題や依存につい
て明らかにし、FY30 の気候目標の達成に向けて、ギャッ
プがありそうな場所を特定しています。その中には、イ
ノベーションへの投資の必要性や、効率の向上、新しい
技術の創出のニーズと関連するものもあります。 

それでも、気候に対して長期にわたる実際の影響をもた
らすアクションには、ネットゼロ排出に対する世界的な
政策動向に支えられるグローバルな取組みが必要です。
それには、さまざまな経済の分野や社会の側面にわたる
複数の政策や戦略をまとめる包括的なアプローチが必
要と、私たちは考えます。国が決 定する貢献（NDC：
Nationally Determined Contribution）を 1.5° C の科
学に整合させれば、各国は政策や規制の変更を通じて
気候変動対策を加速させることができます。 

イケアのクライメートマップで概要を示しているとおり、
イケアのビジネスは FY30 までに排出量を半減させ、
FY50 までにネットゼロを達成するために尽力していま

す。私たちは、気候変動の影響を緩和し、社会の気候
レジリエンス（気候変動からの回復力）を高めるため、
イケアの枠を越えて共同の取組みに貢献します。「より
快適な毎日を、より多くの方々に」というイケアのビジョ
ンを原動力とする私たちにとって、イケアの気候に対す
る取組みは日常業務の中で大きな存在となります。 

このような野心的な目標を達成できるかどうかは、規制
に左右されます。規制や政策を立案する政府機関は、
明確な期待や、合理的な実施スケジュール、重複や不
透明感のない用途に裏付けられた、安定感のある、事
実に基づいた、妥協のない規制を策定することで、私た
ちをサポートできます。

私たちは、ともに行動を起こすことができると確信して
います。目標を達成するには、企業と国が密に連携する
必要があります。インセンティブを設けることで、規制
当局はネットゼロ社会の実現に向けたムーブメントを加
速させる企業、慣行、テクノロジーをサポートでき、企
業は自社の成功事例や優れたソリューションを共有する
ことができます。 

私たちは、次の 3 つの気候政策分野が鍵となり、企業
と社会の取組みを加速させると考えています。その概要
は、次のページに説明しています。

1.	 再生可能エネルギーベースのシステムへの移行を加
速させ、すべての業界の脱炭素化をサポートする。 

2.	 サステナブルな調達と製品とともに、サーキュラービ
ジネス（循環型ビジネス）モデルを推進して、製品や
原材料の寿命の延長を目指す。

3.	 森林を保護し、責任ある森林管理を標準にする。
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化石燃料を段階的に廃止することで、社会は気候変動
の主要因に対処できると私たちは考えます。イケアのビ
ジネスはこの化石燃料の段階的廃止をサポートしていま
す。特に、化石エネルギー類に対する潜在的な依存を
軽減させる活動に重点を置いています。 

私たちの具体的な貢献：

•	 FY27 までに、現場における石炭、石油、石油由来の
化石燃料の段階的な廃止を完了させます。 

•	 2030 年までに、イケアのバリューチェーン全体で再
生可能エネルギー（電気、加熱、冷却、燃料）100％
確保を目指します。  

•	 FY25 までに、イケアによるすべての業務で、消費電
力を 100％再生可能エネルギーにします。

•	 再生可能エネルギーの現場での生成に 1 億ユーロの
資金を投資します。 

•	 サプライヤーによる現場での再生可能エネルギーの
生成を促進します。 

•	 現場で発電できない電力分について再生可能電力の
購入を可能にします。

•	 生産プロセス、加熱、内部輸送の電化を進めます。 

•	 他社と連携して、再生可能エネルギーを入手しやすく
し、化石燃料を廃止する行動を呼び掛けることを推
奨します。

支援の強化につながる政策動向：

•	 規制の調整や、投資、国境を越えた連携を通じ、科
学と 1.5° C 目標に沿って化石燃料の段階的廃止の完
了を目指す世界的なコミットメント。 

•	 化石燃料に対する補助金を廃止して、再生可能エネル
ギー源のための公平で競争力のある環境をつくり出し
ます。

•	 再生可能エネルギーの生産施設の迅速な展開を促進
するため、認可手続きを合理化します。

•	 グリーン水素のインフラ開発と導入を、スチールなど
の多くの重工業部門の脱炭素化を進める鍵にします。
政策手段を通じた継続的なサポートも必要です。

•	 バイオメタンは、「脱炭素化が困難」な業界にとって（完
全な電化が可能になるまでの）暫定的な解決策になる
可能性がありますが、サステナブルな原料を使用し、
土地利用の変化につながらないようにするための指針
やガイドラインを設けることが重要です。

•	 国道沿いにおける充電インフラの展開の加速、排出ガ
スゼロ車両（ZEV）や EV の使用の奨励、代替再生可
能燃料の開発のサポート、官民連携の促進を通じ、1.5
° C の科学に沿った輸送セクターを実現します。  

•	 輸送業界の変革と並行して、公正で公平な移行が保
証される必要があります。これにより、新たな雇用が
生まれるとともに、空気がよりきれいに、輸送システ
ムがより安全になり、人々とコミュニティにメリットが
もたらされます。

再生可能エネルギーベースのシステムへの移行を加速させ、すべての業
界の脱炭素化をサポートする。

サステナブルな製品調達とともに、サーキュラービジネス（循環型ビジ
ネス）モデルを推進して、製品や原材料の寿命の延長を目指す

原材料の排出量削減と脱炭素化の鍵となるのが、
サーキュラリティです。商品の製造と使用にサー
キュラーデザインの原則を取り入れると、再生可
能エネルギーへの切り替えだけでは解決しきれな
い、工業、農業、そして土地の使用からの排出量
を削減できます。1 このため、私たちはサーキュラー
ビジネス（循環型ビジネス）への移行をイケアの
気候目標を達成する鍵として重視しているのです。

私たちの具体的な貢献：

•	 FY30 までに、原材料による GHG の絶対排出
量を 50％削減します。

•	 イケア 製 品を循 環 型 製 品としてデ ザインし 
ます。2

•	 イケア製品でリサイクル含有量の割合を大幅に
増やすことに特に重点を置き、再生可能な素材
やリサイクル素材のみの使用を目指します。

•	 人々が、サーキュラー（循環型）な方法で容易
に商品を取得、手入れ、譲渡できるようにし 
ます。

•	 イケアの事業から埋め立て処分される廃棄物を
ゼロにすることを目指します。

1 エレン・マッカーサー財団「Fixing the economy to fix climate change」

2 循環型製品とは、再利用や、改修、 再製造、リサイクルが可能な製品です。
実質的に、特定の製品に該当するサーキュラーデザインの原則に関連す
る要件をすべて満たす場合、その製品は循環型と見なされます。
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支援の強化につながる政策動向：

•	 廃棄物をサーキュラーエコノミー（循環型経済）の
資源として再定義する世界的な枠組みに伴う、廃棄
物の責任ある調達、分別、処理、リサイクルには、
目の見える投資が必要です。このような枠組みは、
商品のさらなる再利用、修理、再製造、リサイクル
に対してインセンティブを設けることでサポートする
必要があります。 

•	 サーキュラーエコノミーの取組みは、製品や原材料
の寿命を改修や、リサイクル、再販売を通じて延ば
すことを目的としたサーキュラービジネスモデルを促
進します。  

•	 サステナブルな製品やイノベーションを企業へのイ
ンセンティブで奨励しサポートする必要があります。 

•	 リサイクル木材の市場を拡大させるため、時代遅れ
の廃棄物定義やリサイクル可能なものに適用される
トレーサビリティ要件に根差している規制の障壁を
撤廃するとともに、リサイクル用木材の収集の増加
と改善をサポートします。 

•	 サステナブルな調達に関する規制は、公平で平等な
社会を実現するという目標も持ち、人権を尊重し、
気候変動による長期的なストレスや不安にさらされ
ても適応して変化することができるレジリエントな社
会を促進するものである必要があります。

https://www.ellenmacarthurfoundation.org/topics/climate/overview
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自然を保護し、責任ある森林管理を標準にする

世界の平均気温の上昇を 1.5° C に抑えるには、排出量
を大幅に削減するだけでは不十分です。大気中の炭素を
除去して蓄える必要もあります。自然は、気候変動との
闘いの中で重要な役割を果たします。だからこそ、自然
生態系を守ることが必要不可欠なのです。森林は重要な
炭素吸収源として機能するので、森林の整備、再生、植
林への取組みを世界規模で強化することが重要になり 
ます。

私たちの具体的な貢献：

•	 目標日を 2025 年 12 月 31 日に定めて、森林破壊につ
ながる一次産品（大豆、パーム油、牛肉、皮革、コー
ヒー、ココア、ゴム、木材、サトウキビ）を使用する
商品を森林劣化にも自然生態系の破壊にも関与しな
い商品にするべく取り組んでいます。1 イケア製品で使
用される木材はすべて、責任を持って管理され、森林
破壊のリスクを排除した森林から調達します。 

•	 イケアのバリューチェーン内で責任ある森林管理を実
践して大気中の炭素を除去して蓄え、製品では製品自
体や原材料の寿命を延ばすことで、気候変動の抑制
に貢献します。

•	 ネットゼロ目標を達成するために必要な残りの排出量
の最大 10％を中和するため、イケアのバリューチェー
ン内で責任ある森林管理を実践して、大気中の炭素
を除去して蓄えます。

•	 ネットゼロ以上を目指します。2025 年に GHG プロト
コル による Land Sector and Removals Guidance

1 European Union Deforestation-free Regulation（欧州森林破壊防止規則）の
対象となる商品および製品は、対応するタイムラインに合わせなくてはなりません。

（土地部門・炭素除去に関するガイダンス）が発行さ
れたら、林業、農業、製品（製品寿命の延長により）
において炭素を除去して蓄えるための短期目標と長期
目標を設定します。これにより、（FY50 までにネット
ゼロを達成するための）残りの排出量の中和に必要
な炭素の除去と貯留の量を上回ると思われます。

•	 森林への再植林、荒れた土地の回復、森林管理の改
善を通じて、大気中から炭素を除去して蓄える対策に
1 億ユーロ投資 2 します。

支援の強化につながる政策動向：

林業や自然を活用したこのソリューションへの投資を増
額することで、生物多様性が向上し、自然の景観が守ら
れます。求められるのは、次のような点を網羅した、自
然を活用したソリューションへの投資を促進させる世界
的な資金調達メカニズムです。 

•	 法的枠組みを通じ、森林や自然生態系の破壊を止 
める。 

•	 研究の資金調達と調整、責任ある森林管理の成功事
例の共有。 

•	 カスケード原則（目的に応じて資源をもっとも効果的
に活用）の効果的な導入。 

•	 規制当局が、サステナビリティ要件や人権要件へのコ
ンプライアンスを検証する追加手段として、FSC（森
林管理協議会）やマルチステークホルダーのイニシア
チブなど、信頼できる独自の第三者認証制度の価値と
使用を積極的に検討。

2 Inter IKEA のニュース ル ーム、「IKEA invests 200 million euros to speed up 
action to become climate positive by 2030」 2019 年 
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https://www.ikea.com/global/en/newsroom/sustainability/ikea-invests-200-million-euros-to-speed-up-action-to-become-climate-positive-by-2030-191127/
https://www.ikea.com/global/en/newsroom/sustainability/ikea-invests-200-million-euros-to-speed-up-action-to-become-climate-positive-by-2030-191127/
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温室効果ガスインベントリ：排出スコープ 1、2、3

温室効果ガス排出量の合計（単位：CO2 トン換算） FY16 FY17 FY18 FY19 FY20 FY21 FY22 FY23 FY24

スコープ 1

自社施設での排出、燃料の燃焼、冷媒

116,529 108,797 105,864 82,423 70,934 69,073 79,685 62,454 66,497

スコープ 2

購入した電気、熱
拠点ベース 430,628 378,856 411,465 405,000 376,680 368,117 368,520 283,118 246,855
市場ベース 275,636 226,899 265,810 148,965 83,286 68,716 20,657 13,883 5,418

スコープ 3

1. 購入した製品・サービス 16,161,879 16,469,068 17,489,238 17,133,958 15,385,333 16,615,125 16,472,069 13,917,369 13,296,377
食品原材料 864,085 899,309 974,772 891,476 721,033 700,534 867,276 861,316 809,900
原材料 12,117,088 12,313,394 13,256,017 13,086,366 11,825,379 13,624,222 13,450,536 11,209,918 11,019,165
生産 3,124,317 3,189,599 3,209,617 3,099,570 2,803,568 2,245,823 2,108,524 1,802,776 1,424,549
リテール設備＆コワーカーのユニフォーム 56,389 66,766 48,832 56,547 35,354 44,546 45,733 43,358 42,764

2. 資本財 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3. 燃料およびエネルギーに関する活動 108,605 73,015 101,862 61,624 56,404 49,830 40,350 30,070 23,188
4. 輸送および配送（上流） 1,311,001 1,516,590 1,565,448 1,484,401 1,290,255 1,441,306 1,411,197 1,131,146 1,130,540
5. 事業から出る廃棄物 53,190 79,700 103,207 87,552 51,432 46,654 36,179 34,069 21,393
6. 出張 151,261 146,614 152,910 116,824 57,007 14,163 29,555 54,816 47,137
7. コワーカー（従業員）の通勤 353,421 377,550 394,153 398,111 389,220 428,153 424,375 398,058 390,514
8. リース資産（上流） 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9. 輸送および配送（下流） 211,872 247,113 285,454 361,627 303,173 367,160 367,855 371,776 313,557
10. 販売した製品の加工 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11. 販売した製品の使用 7,990,126 7,467,481 7,230,826 6,384,018 5,743,429 5,534,870 4,390,868 3,819,585 3,671,144
12. 販売した製品の廃棄 2,000,216 1,971,969 2,110,619 2,122,966 1,968,093 2,136,899 1,972,389 1,786,620 1,737,883
13. リース資産（下流） 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14. フランチャイズ 816,412 813,631 1,038,155 959,828 809,419 708,040 631,766 716,596 617,833
15. 投資 0 0 0 0 0 0 0 0 0

総計
（スコープ 2 排出に関して、市場ベースの値は購入した電気および熱に使用）

29,550,148 29,498,427 30,843,545 29,342,295 26,207,986 27,479,988 25,876,944 22,336,442 21,321,480

スコープ外 2,349,199 2,307,777 2,429,459 2,428,053 2,152,532 2,088,690 2,150,899 1,933,590 1,933,534
自社施設での排出、燃料の燃焼、冷媒 420,488 355,503 417,474 477,429 445,418 436,400 487,516 364,684 341,104
お客さまの来店 1,940,054 1,952,274 2,011,985 1,950,624 1,707,115 1,652,290 1,663,384 1,568,906 1,592,430
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FY24 の外部イニシアチブの進捗

外部のイニシアチブに関するイケアのすべてのコミットメントを以
下にまとめます。 

科学に基づく目標イニシアチブ（SBTi） 

この目標範囲には、バイオエネルギー原材料による有機物由来
の排出量と除去量が含まれています。バイオエネルギーによる温
室効果ガス排出量に関しては、CO2 の地球温暖化係数はゼロと
想定されている一方で、CH4 および N2O の地球温暖化係数は
含まれています。クライメートフットプリントの計算方法における
排出要因に関しては、50 ページをご覧ください。

Coolfood Pledge2

以下の数字は、CoolFood Pledge に対するイケアのコミットメントに照ら
した進捗をまとめたものです。目標として、FY30 までに FY16 と比較して
食品関連の温室効果ガス（GHG）絶対排出量を 25％以上削減するか、ま
たは食品関連のカロリー当たりの GHG 排出量を 38％、相対的に削減す
ることを目指します。Coolfood Pledge については進捗スピードが比較的
遅いですが、クライメートロードマップ（31 ページ）で概説した活動がスピー
ドアップにつながると前向きに考えています。

農業サプライ
チ ェ ー ン の 
排出

炭素
機会費用

合計 ベースライ
ンからの変
化（％）

FY16
FY17
FY18
FY19
FY20
FY21
FY22
FY23
FY30

1.01
0.99
1.04
0.88
0.72
0.83
1.09
1.05

4.13
4.03
4.19
3.41
2.77
3.40
3.99
3.95

5.14
5.03
5.23
4.29
3.49
4.24
5.08
5.00

  –
-2%
+2%
-16%
-32%
-18%
 -1%
-3%
-25%

絶対値で 25％削減する目標に対する進捗

FY24 の進捗状況FY301 と FY501 の目標

FY30 の目標 1：イケア（Inter IKEA Holding B.V. とその関連会社）
は、FY30 までにベースラインの FY16 と比較してスコープ 1、2、
3 の GHG 絶対排出量を 50％削減します。

FY50 の目標（最新）1：イケア（Inter IKEA Holding B.V. とその関
連会社）は、FY50 までにバリューチェーン全体で GHG 排出量
のネットゼロを達成します。

（単位：CO2 百万トン換算）
FY16 FY30 FY50

29.7 21.3

FY24

-50%-28%

（単位：CO2 百万トン換算）

農 業 の サ プ
ライチェーン
の排出量 

炭素
機会費用

合計 ベースライ
ンと比較し
た変化（％）

FY16
FY17
FY18
FY19
FY20
FY21
FY22
FY23
FY30

2.53
2.46
2.41
2.10
2.04
2.31
2.52
2.49

10.32
9.99
9.73
8.14
7.84
9.45
9.14
9.29

12.85
12.45
12.14
10.24
9.88
11.77
11.66
11.77

  –
-3%
-6%
-20%
-23%
-8%
-9%
-8%
-38%

相対値で 38％削減する目標に対する進捗（1,000kcal 当たりの CO2 kg 換算）

1 Inter IKEA Group による「イケアのリテール事業＆その他の業務」と「生産」（IKEA Industry および IKEA Components）に関する業務によるスコープ 1
および 2 の排出を含みます。

2 ここに示した数字は、「イケアのクライメートレポート FY24」の他の部分の数字と異なります。FY24 の計算方法には、炭素機会費用などの概念を取り入れ
ているためです。イケアのクライメートレポートは毎暦年の始めに報告されるため、「イケアのクライメートレポート FY24」には暦年の 2023 年までの進捗
が含まれています。

FY24 の進捗状況FY30 の目標 1

イケア（Inter IKEA Holding B.V. 
とその関連会社）は、FY30 まで
にベースラインの FY16 と比較し
てフランチャイジーからのスコー
プ 3 の GHG 排出量を 80％削減
します。

FY16 FY30

0.62 0.40

FY24

-34%

0.12

-80%

（単位：CO2 百万トン換算）

FY24 の進捗状況

Cargo Owners for Zero 
Emission Vessels（coZEV）：
ゼロ・エミッションの海上輸送
サービスのみを購入します。

CY40FY24

0%

CY40 の目標

0%

FY22

100%

100%

FY24 の進捗状況

T h e  C l ima t e  G r oup の
EV100+：ゼロ・エミッション
の中型・大型車（MHDV）のみ
を調達します。

CY40 の目標

CY40FY24

0.38%
0.2%

FY23

ゼ ロ・エ ミッ シ ョン の 中 型・大 型 車 両
（MHDV）の割合
（輸送される商品トンキロ当たりの％）

-90%

ネットゼロを達 成するため、
イケアのバリューチェーン内の
林業、農業、製品を通じて炭
素を除 去・貯 留することで、
残る排出量も中和します。

イケア（IKEA Holding B.V. とその
関連会社）は、再生可能電力の年
間調達量を増やし、その割合を
FY16 の 53 ％ か ら FY25 に は
100％にします。また、2030 年ま
で 再 生 可 能 電 力 の 年 間 調 達 量
100％に継続して取り組みます。 FY30FY24

100%

99%

FY24 の進捗状況FY30 の目標

53%

FY16

FY24 の進捗状況FY30 の目標 1

イケ ア（Inter IKEA Holding 
B.V. とそ の 関 連 会 社 ） は、
FY30 までにベースラインの
FY16 と比 較してスコープ 1
と 2 の GHG 排出量を82.1％
削減します。

（単位：CO2 百万トン換算）
FY16 FY30

0.37

0.06

FY24

-85%
0.06

-82.1%

FY24 の進捗状況FY30 の目標

イケア（IKEA Holding B.V. とその
関連会社）は、下流の輸送・流通（お
客さまの来店）からの最小境界
を超えるスコープ 3 の GHG 絶対
排出量を FY30 までにベースライ
ンの FY16 と比較して 30％減少さ
せます。 

（単位：CO2 百万トン換算）
FY16 FY30

1.9 1.6

FY24

-18%

1.3

-30%

イケア（Inter IKEA Holding B.V. 
とその関連会社）は、FY30 ま
でにベースラインの FY16 と比
較 して スコープ 3 の 残りの
GHG 絶対排出量を 50％削減
します。

FY30FY24

FY24 の進捗状況FY30 の目標 1

FY16

29.3 21.3 14.7

-50%-27%
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クライメートフットプリントの計算方法

全体

ここではイケアのクライメートフットプリントの計算方法
の概要について説明します。範囲はイケアのバリュー
チェーン全体としています。これには、イケアの製品に
使用される原材料または食品原材料の生成と処理、一
次サプライヤーまたはイケアが所有する工場での生産、
イケア店舗または倉庫への輸送が含まれています。すべ
てのイケア店舗、倉庫、オフィス、その他の業務だけで
なく、コワーカーの通勤と出張も対象としています。イ
ケア店舗へのお客さまの来店だけでなく、お客さまが注
文した製品のイケア店舗から自宅への配送サービスによ
る移動も含まれています。家庭での製品の使用は、主に、
照明や設備機器製品に必要な電力消費と、キャンドルの
燃料による GHG の排出です。最後に、製品がリサイク
ルされず、焼却処分または埋め立て処分になった場合の
製品の廃棄によるクライメートフットプリントが含まれて
います。まだ策定中のアジェンダもあります。こうしたア
ジェンダは、透明性を確保するため、ほかのクライメー
トフットプリントに組み込むまでは「その他」に分類し 
ます。

クライメートフットプリントの計算は、GHG（温室効果ガ
ス）プロトコルとそのガイダンス文書に従って行われ 
ます。

この計算モデルは、イケアのバリューチェーンとその役割
をできるだけ正確に反映するように、毎年見直されます。
更新は、トレーサビリティを向上させるためと、条件付
きの推定値ではなく、サプライヤーのより具体的な情報
へのアクセスを確保するために行われます。また、デー
タサイエンスと計算基準が向上しているためでもありま
す。過去のデータは常に修正され、開示されたすべての
実績が進捗を反映し、計算が変わらないようにしてい 
ます。 

排出係数

使用する排出係数に関しては、個々の記載をご覧くだ 
さい。

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の第 6 次評価
報告書（AR6）で定義されている通りに、報告される温
室効果ガスの地球温暖化係数（GWP）に関して、最新
の値を使うように常に努力しています。第三者の排出要
因データベースにおいて更新の時間差があり、また比較
を可能にする目的のため、値が異なる場合があります。
こうした情報源が AR6 の値に更新されたら速やかにそ
れらに合わせて、イケアのクライメートフットプリントの
計算が最新の IPCC 報告書に従って確実に行われるよう
にします。

バイオエネルギーによる温室効果ガス排出量に関して
は、CO2 の地球温暖化係数はゼロと想定されている一方
で、CH4 および N2O の地球温暖化係数は含まれてい 
ます。

次のタイプの排出係数はレポート内で参照される可能性
があり、下記のように定義されます。

•	 Well-to-Tank（WTT）：WTT 燃料とは、原燃料の採取、
精製、そして燃焼する前の自社施設（または所有地） 
までの輸送に関連した上流のスコープ 3 排出を指し
ます。

•	 Tank-to-Wheel（TTW）：TTW 排出は、変換された
エネルギーの使用すべてを対象とし、車両による燃
料の燃焼中に発生する排出を指します。

•	 Well-to-Wheel（WTW）：WTT と TTW を合わせた
ものが、WTW 温室効果ガス排出量です。

原材料

原材料のクライメートフットプリントは、原材料の採取
からすべての加工過程およびイケアの一次サプライヤー
の出入り口までの輸送を含むプロセス合算型 1 のフット
プリントとして計算されます。一次サプライヤーではイケ
ア製品が製造され、それは「生産」のフットプリントに
含まれます。ecoinvent などのライフサイクルアセスメン
ト（LCA）データベースを使用して、原材料の量に、リ
サイクル材含有量、再生可能素材含有量、調達国（特定
可能な場合）、素材メーカー（特定可能な場合）に固有
の排出係数を掛け合わせます。この排出係数は、セクター
の平均値に基づいており、それをトレーサビリティのレ
ベルと、その原材料のサプライチェーンに適用可能な一
次データに基づいてモデル化されています。トレーサビ
リティのレベルが高ければ高いほど、または原材料サプ
ライヤーから入手する一次データの量が多ければ多いほ
ど、排出係数が改良され、イケアのサプライチェーンに
より沿った係数になります。

原材料の量に関しては、1 年に 1 回以上は測定してフォ
ローアップできるようにシステムを整備しているため、す
べての木材と紙の測定データがあります。これにより、
およそ 3 四半期分の原材料の量を把握できます。その他
の原材料に関しては、現在、フォローアップできるシステ
ムがないため、一次サプライヤーと密接に連携して可能
な限り量を推定しています。私たちはより多くの原材料
を測定できるよう能力を改善している一方で、使用量の
少ない原材料については推定する必要があるため、原材
料のフットプリントは変わることがあります。

ただし、これまでのデータを常に修正しているのは、比
較を可能にし、データ品質ではなく原材料の改良による
傾向を確認できるようにするためです。

また、ecoinvent などのライフサイクルアセスメント
（LCA）データベースの排出係数はバージョン毎にアップ
デートされるため、クライメートフットプリントも変わる
ことがあります。

食品原材料

食品原材料のクライメートフットプリントは、原材料と同
様に、食品工場での生産プロセス全般から計算されます。
食品原材料の量に関しては、グローバルな食品は製品ご
との原材料を測定するシステムが整備されています。 市
場に特化した商品のほとんども、同じシステムを使って
測定されるようになりました。現在は、販売された食品
総量の 20％が、レシピ固有のデータを入手できないた
め、推定値になっています。また、ecoinvent などのラ
イフサイクルアセスメント（LCA）データベースの排出係
数はバージョン毎にアップデートされるため、クライメー
トフットプリントも変わることがあります。

FY24 は、計算方法を次のように更新しました。

•	 計算ロジックを、市場に特化した商品の入手可能性
に基づいて更新し、推定データの割合を減らしまし
た。この更新を実施したのは FY22-FY24 です。過去
データの修正も検討しますが、FY19 以前の精度と販
売データには問題があり、対処に時間がかかります。 

生産

生産のクライメートフットプリントは、イケアのホームファ
ニッシング、食品、部品、印刷媒体を生産するサプライ
チェーンの最終段階です。生産には、イケアが所有し
IKEA Industry が運営する工場と、IKEA Components
が運営する梱包部門と配送部門も含まれています。フッ
トプリントは、各一次サプライヤーまたは各部門の排出
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スコープ 1 および 2 と、燃料およびエネルギーに関する
活動（スコープ 3、カテゴリー 3）として測定されます。
全部門が、消費エネルギー源と冷媒に関する一次データ
に加えて、購入したエネルギー（電気および地域加熱・
冷却）の再生可能エネルギーの属性を提供しています。
各エネルギー源に関連する GHG 排出量は、ほかのエネ
ルギー関連のフットプリントと同様に、主にサプライヤー
固有の排出係数と残余ミックス係数を利用する市場ベー
スのアプローチを使用して計算されます。代替手段とし
て、標準排出係数を使用します。たとえば、燃料の燃焼
には GHG プロトコルから提供される係数、購入された
燃料と冷媒の上流の排出には英国のエネルギー安全保
障・ネットゼロ省（DESNZ）から提供される係数、購入
した電気と熱には国際エネルギー機関（IEA）から提供
される係数を使用します。

製品輸送＆物流サービス

製品輸送のクライメートフットプリントは、イケアのサプ
ラ イ チ ェ ー ン の 業 務、IKEA Industry、IKEA 
Components、 お よ び IKE A Market ing & 
Communication に管理されている輸送として測定され
ます。基本的に製品輸送とは、一次サプライヤーからイ
ケアの各部門までのすべての製品輸送と、イケアの各部
門間の製品輸送です。各輸送ルートの 1 配送当たりの値
と して 測 定 し、Global Logistics Emissions Council

（GLEC）の GLEC フレームワークに沿って計算されます。
このカテゴリーの排出量算定方法は、Global Logistics 
Emissions Council（GLEC）の GLEC フレームワークの
バージョン 3 に沿っています。

イケアのリテール事業＆その他の業務

イケアのリテール事業＆その他の業務のクライメートフッ
トプリントは、Inter IKEA Group によるイケアの全業務

（店舗、倉庫、オフィスなど）と、各フランチャイジーに

よるイケアのリテール事業を対象にしています。これに
は、イケアが所有し IKEA Industry が運営する工場と、
IKEA Components が運営するパッケージ（梱包）部門
と配送部門は含まれていません。これらは生産で報告さ
れているためです。

フットプリントは、各部門の排出スコープ 1 および 2 と、
燃料およびエネルギーに関する活動（スコープ 3、カテ
ゴリー 3）として測定されます。全部門が、消費エネルギー
源と冷媒に関する一次データに加えて、購入したエネル
ギー（電気および地域加熱・冷却）の再生可能エネルギー
の属性を提供しています。

コワーカーの通勤＆出張

コワーカーの通勤によるクライメートフットプリントは、
Inter IKEA Group、イケアのフランチャイジーである
Ingka グループ、その他のイケア関連企業の従業員の通
勤スケジュール、勤務日数、人数に基づきます。出張の
クライメートフットに関しては、旅行代理店がクライメー
トフットプリントの計算機能を備えた旅行予約システム
を使用して計算しています。どのクライメートフットプリ
ントも、DESNZ による排出係数を使用して計算されて
おり、空路、鉄道、公共交通機関、レンタルカー、自家
用車、タクシー、宿泊など、出張のあらゆる面が含まれ
ます。また、どちらのフットプリントも WTW 排出係数
を考慮しています。 

お客さまの来店＆配送サービス

お客さまの来店によるクライメートフットプリントは、お
客さまの数に基づき、Brand Capital が実施した調査を
組み合わせて、イケア店舗レベルで計算しています。こ
の調査は、移動手段ごとのお客さまの店舗までの平均的
な移動時間を調べたものです。この都市レベルでの移動
手段ごとの平均的な移動時間は、距離に換算されます。

移動手段ごとの排出係数は、DESNZ のものを使用して
います。WTW 排出係数は、お客さまの来店と配送サー
ビスの両方のクライメートモデルに適用されています。

ラストマイル配送の排出量には、利用できるデータに基
づいて燃料や距離を使用するハイブリッドベースのアプ
ローチが使われました。正確なデータが入手できないイ
ケアのフランチャイジーの場合、推定データを使用して
います。

家庭での製品の使用 

家庭での製品の使用のクライメートフットプリントは、イ
ケアの照明や、家庭用設備機器、家電の家でのエネル
ギー消費や、キャンドルの燃焼に基づいています。イケ
アのスマート家電は現在フットプリントから除外されてい
ます。エネルギー消費は、GHG プロトコルに沿って、製
品の耐用期間中のエネルギー消費として測定されます。
すべてのエネルギー消費は基本的に電力消費であるた
め、その製品のエネルギー消費に、その製品を販売した
国の配電網のエネルギー消費を掛け合わせて、クライ
メートフットプリントを計算しています。キャンドルのク
ライメートフットプリントに関しては、ロウの量（重量）に、
特定のロウの燃焼時の特定の排出係数（GHG プロトコ
ルによる排出係数）を掛け合わせて計算しています。 

再生可能電力の割合の計算では、お客さま一人ひとりの
電力契約を調査することはできないため、拠点ベースの
アプローチが使われています。

FY24 は、次の点が変更されました。 

•	 これまでは、発電所自体からの排出量のみを含めて
いましたが、上流のほかの排出量も含めるようになり
ました。現在は、送配電に関連する排出量と、使用
した燃料の上流での排出量も含めるため、より正確
な排出係数が得られます。

この点については、過去の FY も修正しており、ベースラ
インの排出量の大幅な増加の主要因となっています。 

現在は、現時点では考慮されていない一部のスマート家
電（バッテリー、スピーカー、空気清浄機など）の使用
段階の排出量も含めるため、その方法を調査していると
ころです。 

製品の廃棄

製品の廃棄によるクライメートフットプリントは、原材料
と同様の方法で計算しています。大きな違いはその範囲
で、原材料の生産プロセス全般ではなく、廃棄処分のフッ
トプリントです。販売された製品の原材料の重量に、そ
の原材料の廃棄処分の排出係数と各イケア市場におけ
るその国の平均の廃棄物処理を掛け合わせて計算し 
ます。

現在、このモデルには、製品をリサイクルできるように
デザインする取組みや、イケア店舗レベルの具体的な廃
棄物処理インフラは一切考慮されていません。

原材料の量の精度が向上しているため、また ecoinvent
などのライフサイクルアセスメント（LCA）データベース
の排出係数がバージョン毎に更新されるため、クライメー
トフットプリントは変わることがあります。

FY24 には、堆肥にならない金属や家電など、特定の廃
棄物カテゴリーに分類されない原材料カテゴリーがある
ため、モデルに新たなロジックを導入しました。以前は、
堆肥になる原材料カテゴリーすべての全般的な割合でし
たが、現在は、堆肥にならないと見なされた場合は、埋
め立てに回されます。 
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その他

以上のクライメートフットプリントに加え、現在は積極的
に対応してない分野があります。こうした分野のアジェ
ンダが成熟して、ほかのクライメートフットプリントに統
合されるまで、これらのエリアは「その他」のカテゴリー
に分類されます。これには、資本財、業務で発生した廃
棄物、リテール設備に関連する資材、コワーカーのユニ
フォームなどが含まれます。透明性を確保するため、こ
れらのフットプリントを計算して開示しています。
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大気汚染インベントリ：イケアのバリューチェーン全体の排出量
大気汚染物質（単位：トン） FY16 FY17 FY18 FY19 FY20 FY21 FY22 FY23 FY24

原材料 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

食品原材料 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

生産
PM2.5 1,877 1,743 1,897 2,038 1,752 1,479 1,541 1,327 1,114
NH3（アンモニア） 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし
SO2（二酸化硫黄） 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし
NOx（窒素酸化物） 4,064 4,000 4,138 4,056 3,691 3,171 3,346 3,070 1,607
NMVOC（非メタン揮発性有機化合物） 3,490 3,132 3,429 3,939 3,421 2,949 3,091 2,600 2,351

製品輸送＆物流サービス
PM2.5 626 622 631 596 549 636 710 564 575
NH3（アンモニア） 37 37 31 30 30 32 40 32 30
SO2（二酸化硫黄） 2,523 2,543 2,668 2,510 1,580 1,410 1,501 1,078 1,076
NOx（窒素酸化物） 11,349 11,437 11,007 10,418 9,427 11,043 12,348 10,034 11,349
NMVOC（非メタン揮発性有機化合物） 321 323 269 253 234 271 332 266 297

イケアのリテール事業＆その他の業務
PM2.5 43 44 46 46 42 43 47 46 47
NH3（アンモニア） 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし
SO2（二酸化硫黄） 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし
NOx（窒素酸化物） 553 561 589 568 529 528 532 488 489
NMVOC（非メタン揮発性有機化合物） 9 9 10 10 9 9 11 10 8

コワーカーの通勤＆出張 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

配送サービス
PM2.5 174 204 235 298 249 301 304 302 228
NH3（アンモニア） 2 2 2 3 2 3 3 3 2
SO2（二酸化硫黄） 0 0 0 0 0 0 1 2 11
NOx（窒素酸化物） 2,456 2,875 3,319 4,201 3,516 4,245 4,293 4,257 3,203
NMVOC（非メタン揮発性有機化合物） 559 655 756 956 801 966 977 969 728

家庭での製品の使用
PM2.5 473 472 480 458 427 418 375 384 342
NH3（アンモニア） 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし
SO2（二酸化硫黄） 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし
NOx（窒素酸化物） 4,346 4,083 4,042 3,668 3,289 3,178 2,584 2,296 2,125
NMVOC（非メタン揮発性有機化合物） 64 61 62 60 56 55 49 47 43

製品の廃棄
PM2.5 721 685 763 851 784 888 809 1,470 1,395
NH3（アンモニア） 519 535 562 611 593 649 601 1,405 1,346
SO2（二酸化硫黄） 205 214 221 202 193 209 189 364 349
NOx（窒素酸化物） 2,601 2,713 2,791 2,572 2,457 2,651 2,401 4,630 4,436
NMVOC（非メタン揮発性有機化合物） 3,881 3,658 4,199 4,724 4,372 4,967 4,520 8,064 7,621
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大気汚染フットプリントの計算方法

全体

大気汚染インベントリにバリューチェーンの重要な部分、
特に原材料と食品原材料が欠けていることに私たちは気
付いていますが、私たちの目的は、現在明確に公表でき
る影響について透明性を持ち、大気汚染の公表と取組み
の重要性に関して意識を高めることにあります。このセク
ションの各項目では、FY24 の計算で使用した範囲と方
法を明記します。私たちがさらに学び、ガイドラインが改
善されると共に、大気汚染インベントリも同様に改善さ
れると思われます。 

大気汚染フットプリントの計算は、Climate and Clean 
Air Coalition（気候と大気浄化の国際パートナーシップ）
とストックホルム環境研究所による 「A Practical Guide 
for Business：Air Pollutant Emission Assessment」（企
業向け実用ガイド：大気汚染排出評価）に沿って行われ
ます（以下「ガイド」という）。その策定には Inter IKEA 
Group も参加しました。 

この計算モデルは、イケアのバリューチェーンとその役割
をできるだけ正確に反映するように、毎年見直されます。
更新は、トレーサビリティを向上させるためと、条件付
きの推定値ではなく、サプライヤーのより具体的な情報
へのアクセスを確保するために行われます。また、デー
タサイエンスと計算基準が向上しているためでもありま
す。過去の全データを常に修正して、開示されたすべて
の実績が進捗を反映し、計算が変わらないようにしてい
ます。 

再生可能エネルギー消費に関して、市場ベースの方法を
使用して大気汚染フットプリントを計算するためのガイダ
ンスは現在ありません。そのため、大気汚染インベント
リの計算は、所在地ベースの方法、主にグリッド平均デー
タに基づいています。 

私たちは、イケアのクライメートアジェンダで取り組む活
動における気候ときれいな空気の両方に対する影響をで
きるだけ開示することを目指しています。 

このインベントリの作成はとても重要な第一歩ではある
ものの、この初年度に直面した 3 つの制約や課題もあり
ました： 

1.	 ガイドでは、企業のバリューチェーン全体で大気汚染
物質排出に寄与する 6 つの重要な排出源を対象として
おり、電力消費、燃料燃焼（固定排出源）、輸送、産
業プロセス、農業、廃棄物が含まれます。時間とデー
タに制約があるため、現在このイケアのインベントリ
ではこれらの 6 つの重要な排出源のうち 4 つ（農業と
産業プロセス以外）を記載しています。 

2.	排出係数は、欧州監視評価計画（EMEP）/ 欧州環境
庁（EEA）のガイドラインにおいて、イケアのバリュー
チェーンの一部であるいくつかの重要な活動、具体的
には原材料を材料に加工するプロセスには利用できま
せんでした。つまり、すべての大気汚染物質排出が、
原材料の産業プロセスに含まれるわけではないという
ことです。

3.	輸送に関しては、単純化されたモデルを使用して排出
を定量化しました。これにより、この特定の排出源か
ら発生する大気汚染物質排出において不確実性を考
慮できます。 

インベントリの編集のためのガイダンス内のベストプラク
ティスにおいて説明されているように、こうした制約や課
題はイケアのバリューチェーン全体の大気汚染物質排出
の定量化に取り組んできたチームによってはっきり描か
れ、明確に特定されてきました。私たちは既存のインベ
ントリをさらに改良していきます。

排出係数 

使用したすべての排出係数は、ガイドによって提供され
たものです。ガイドの排出係数は、EMEP/EEA の大気汚
染物質排出インベントリガイドブック 2019 を参照してい
ます。ガイドと EMEP/EEA によって提供された排出係数

に加え、いくつかの調整が行われて、インベントリに使
われる大気汚染参照データがつくられました： 

•	 電力消費：このインベントリは、ガイドで提供されて
いる、電力を生成するために使われる燃料のさまざま
な種類に関する Tier1 排出係数に基づいています。各
大気汚染物質に関する国別の排出係数を設定するた
めに、国際エネルギー機関（IEA）の電気出力に関す
る燃料ミックスのデータをそれぞれの Tier1 排出係数
に関連付け、加重平均値を計算しています。

•	 燃料の燃焼（固定排出源）：この範囲の大気汚染物質
は、ガイドで提供される燃料の燃焼（固定排出源）に
関する Tier1 デフォルト排出係数に基づいています。
追加の調整は行われていませんが、活動データにおけ
るそれぞれの燃料への割当てのみ行われています。

•	 廃棄物：ガイドから、Tier1 のさまざまな廃棄物処理
方法に関するデフォルト排出係数をインベントリのた
めに使用しました。これらの廃棄物処理方法は、国別
の 排 出 係 数 を 算 出 す る た め に、「OECD：
E n v i r o n m e n t / W a s t e / M u n i c i p a l  W a s t e  – 
Generation and Treatment」の国別の処理方法の
割合に対応してマッピングされています。 

原材料 

原材料からの大気汚染は、現在私たちの開示情報には含
まれていません。その理由は、このフットプリントを十分
かつ正確に計算するためのデータの入手に制約があるた
め、また、イケア商品に使われる原材料の入手から出荷
までのライフサイクルアセスメント（LCA）に含まれるす
べての産業プロセスが、ガイドが提供する排出係数によっ
てカバーされるわけではないからです。

イケア内でのデータの利用可能性は改善し、大気汚染ガ
イダンスにおける産業プロセスの完全性は向上している
ため、原材料の大気汚染フットプリントの開示も可能に
なる見込みです。 

食品原材料 

食品原材料からの大気汚染は、フットプリントを十分か
つ正確に計算するためのデータの入手に制約があるため、
現在は含まれていません。 

生産 

生産における大気汚染フットプリントは、イケアのホーム
ファニッシング、食品、部品、印刷媒体を生産するサプ
ライチェーンの最終段階です。生産には、イケアが所有
し IKEA Industry が 運 営 す る 工 場 と、IKEA 
Components が運営する梱包部門と配送部門も含まれ
ています。 

このフットプリントはエネルギーの自社施設での生成と
エネルギーの購入（電力、熱など）に基づいており、各
一次サプライヤーまたは各部門の GHG（温室効果ガス）
プロトコルにおけるスコープ 1 および 2 排出量に対応して
います。全部門が、消費エネルギー源に関する一次デー
タに加えて、購入したエネルギー（電気および地域加熱・
冷却）の再生可能エネルギーの属性を提供しています。
各エネルギー源に関連する大気汚染が、ガイドの排出係
数を使用して計算されています。 

製品輸送＆物流サービス

製品輸送の大気汚染フットプリントは、イケアのサプライ
チェーンの業務、IKEA Industry、IKEA Components、
および IKEA Marketing & Communication に管理され
ている輸送として測定されます。基本的に製品輸送とは、
一次サプライヤーからイケアの各部門までのすべての製
品輸送と、イケアの各部門間の製品輸送です。 

各輸送経路の 1 配送当たりの値として測定され、EMEP/
EEA の大気汚染物質排出インベントリガイドブック 2019
を使用して計算されています。 
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物流サービスの大気汚染はエネルギーの自社施設での生
成とエネルギーの購入（電力、熱など）に基づいており、
GHG（温室効果ガス）プロトコルにおけるスコープ 1 お
よび 2 排出量に対応しています。燃料の燃焼（固定排出源）
による大気汚染は、現在のところ含まれていません。スコー
プに含まれる配送部門には、Inter IKEA Group が所有
するものとイケアのフランチャイジーである Ingka グルー
プが運営するものがあります。

イケアのリテール事業＆その他の業務 

イケアのリテール事業＆その他の業務の大気汚染フット
プリントは、Inter IKEA Group によるイケアの全業務（店
舗、倉庫、オフィスなど）と、各フランチャイジーによる
イケアのリテール事業を対象にしています。これには、イ
ケアが所有し IKEA Industry が運営する工場と、IKEA 
Components が運営するパッケージ（梱包）部門と配送
部門は含まれていません。これらは生産で報告されてい
るためです。 

このフットプリントはエネルギーの自社施設での生成と
エネルギーの購入（電力、熱など）に基づいており、各
一次サプライヤーまたは各部門の GHG（温室効果ガス）
プロトコルにおけるスコープ 1 および 2 排出量に対応して
います。全部門が、消費エネルギー源に関する一次デー
タに加えて、購入したエネルギー（電気および地域加熱・
冷却）の再生可能エネルギーの属性を提供しています。
各エネルギー源に関連する大気汚染が、ガイドの排出係
数を使用して計算されています。 

燃料の燃焼（固定排出源）による大気汚染は、現在私た
ちの開示情報には含まれていません。フットプリントに関
係のある業務範囲に関する活動データはあるものの、適
用できる大気汚染排出係数に関連付けるためにすべきこ
とはまだあります。

コワーカーの通勤＆出張 

コワーカーの通勤に関する大気汚染は、正確なモデルが
まだ開発されていないため、計算されていません。 

お客さまの来店＆配送サービス 

自宅への配送サービスによる排出に関して、EEA ガイド
ブックの 7.5トン未満トラックの大気汚染物質の係数がイ
ケアのビジネスで使用するトラックに対応すると考えられ
ます。欧州排ガスクラスの種類が不明の場合は、平均が
検討されます。FY16 ～ 24 に関する大気汚染物質係数は、
EMEP/EEA のガイドブックに基づいています。燃料タイ
プごとの距離は、それぞれの燃料タイプの排出係数と掛
け合わせられます。

家庭での製品の使用 

家庭での製品の使用による大気汚染フットプリントは、
照明、家庭用設備機器、家電のエネルギー消費に基づい
ています。キャンドルの燃焼は、現在除外されています。
イケアのスマート家電は現在フットプリントから除外され
ています。 

エネルギー消費は、温室効果ガスプロトコルに沿って、
製品の耐用期間中のエネルギー消費として測定されます。
基本的にエネルギー消費はすべて電力消費のため、エネ
ルギー消費に、国別の排出係数を掛け合わせて大気汚染
フットプリントを計算しています。これは、IEA（購入した
電気）から提供されるエネルギーミックスと、このガイ
ドから提供される電力の生成に関するエネルギー源別の
排出係数を使用して計算されます。

製品の廃棄 

製品の廃棄による大気汚染フットプリントは、原材料と
似た方法で計算しています。大きな違いはその範囲で、
原材料の生産プロセス全般ではなく、廃棄処分のフット
プリントです。販売された製品の原材料の重量に、その
原材料の廃棄処分の排出係数と各イケア市場におけるそ
の国の平均の廃棄物処理を掛け合わせて計算します。現
在、このモデルには、製品をリサイクルできるようにデザ
インする取組みや、イケア店舗レベルの具体的な廃棄物
処理インフラは一切考慮されていません。
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